
広報しもにた6月号（第806号）  発行/下仁田町役場　〒370-2601 大字下仁田682
☎0274-82-2111 編集/総務課　印刷/荒瀬印刷（株）  毎月１回１日発行 町ホームページ https://www.town.shimonita.lg.jp/

66 有
料
広
告

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

６
月
２４
日（
土
）２５
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
日（
金
）・２０
日（
火
）・２９
日（
木
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
月
）・
２０
日（
木
）・
２８
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、８

月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で
も

納
付
で
き
ま
す
。ま
た
、不
動
産

取
得
税
等
他
の
県
税
も
納
付
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
６
月
３０
日（
金
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

歌って、笑って、集う。素敵な大人の文化活動

『童謡を歌う会』
童謡を歌う会の練習に
お邪魔いたしました
童謡を歌う会の練習に
お邪魔いたしました
幼いころから慣れ親しんだ童謡をみんなで歌いませ
んか？童謡を歌う会では共に歌い、共に楽しむ仲間を
募集中です。お気軽にお問い合わせください。
（下仁田町公民館　☎82-3535）

人口
　男
　女
世帯

（　27）
（　13）
（　14）
（　 8）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,443人
3,157人
3,286人
3,177世帯

転入  15人/  出生 1人
転出  25人/  死亡 18人

（5月1日現在）

（4月中）

広
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広
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下仁田町下仁田町

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　要　）
（修　一）
（章　博）
（　純　）
（克　也）
（一　禎）
（津金澤桂太）
（俱　子）
（隆　弘）
（美　佳）
（佳　二）
（一　利）
（並木千年）
（忠　之）
（文　夫）

仲　町
下小坂
仲　町
下小坂
中　央
中小坂
矢　川
下　町
中小坂
宮　室
大　平
川　井
南野牧
下青倉
仲　町

有
料
広
告

松本　洋子
永井　シゲ
櫻井　滋子
安藤　壽義
大澤　もと子
永井　重子
岩井　光雄
黛　　善二
永井　マサヱ
小林　カヅエ
佐藤　幸太郎
青木　一郎
小金澤　友平
福田　よし
佐藤　重夫

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

篠原　嘉常（成好・菜摘）上青倉
かつね

広報しもにた５月号（Ｐ３０）４月１日
現在の世帯数に誤りがありました。
正しくは３，１８５世帯です。お詫び
するとともに訂正いたします。

お詫びと訂正



活
動
の
内
容
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

質
問
１

質
問
１

　
女
性
の
自
立
を
め
ざ
し
て
、子
育

て
、仕
事
、生
き
甲
斐
を
自
ら
創
り
た

い
人
と
一
緒
に
女
性
村
を
作
り
ま
す
。

な
ぜ
、下
仁
田
町
を

　
　選
ば
れ
た
の
か
？

質
問
２

質
問
２

　
自
然
と
共
生
で
き
る
場
所
の
中
で

健
康
的
な
居
場
所
つ
く
り
に
最
適
、

都
心
に
も
近
く
、こ
の
先
地
域
に
力

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

施
設
や
活
動
の
特
徴
は
？

質
問
３

質
問
３

　
学
校
と
い
う
学
び
の
場
所
を
生
か

し
各
教
室
を
こ
う
や
り
た
い
、こ
う
し

た
い
、こ
う
生
き
た
い
と
い
う
方
々
の

創
意
を
生
か
す
た
め
、一
部
屋
ご
と
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
場
所
を
創
り
ま
す
。

将
来
展
望
は
？

質
問
４

質
問
４

　
フ
ジ
コ
・ヘ
ミ
ン
グ
と
い
う
世
界
的

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ
と
絵
画
を
展

示
す
る
こ
と
で
、文
化
的
背
景
で
知
っ

て
い
た
だ
き
、次
に
は
女
性
村
の
ブ
ラ

ン
ド
作
り
を
し
ま
す
。

　
創
意
が
直
接
経
済
力
と
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
、安
心
安
全
な
子
育
て

の
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
フ
ジ
コ
・ヘ
ミ
ン
グ
と
い
う
世
界
的

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ
と
絵
画
を
展

示
す
る
こ
と
で
、文
化
的
背
景
で
知
っ

て
い
た
だ
き
、次
に
は
女
性
村
の
ブ
ラ

ン
ド
作
り
を
し
ま
す
。

　
創
意
が
直
接
経
済
力
と
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
、安
心
安
全
な
子
育
て

の
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
住
民
の
皆
さ
ん
へ

お
伝
え
し
た
い
こ
と
を

質
問
５

質
問
５

　
他
県
や
外
部
か
ら
入
る
人
た
ち
と

仲
良
く
し
て
い
た
だ
き
、
地
元
の

方
々
に
は
土
地
の
文
化
や
、歴
史
習

慣
を
教
え
て
欲
し
い
で
す
。

　
永
住
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。　

　
他
県
や
外
部
か
ら
入
る
人
た
ち
と

仲
良
く
し
て
い
た
だ
き
、
地
元
の

方
々
に
は
土
地
の
文
化
や
、歴
史
習

慣
を
教
え
て
欲
し
い
で
す
。

　
永
住
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。　

【略歴】
NPO法人 日本子守唄協会 理事長。東京・浅草生まれ。元・劇団こまつ座主宰。
演劇のプロデュースを手掛ける。1985年、第20回紀伊国屋演劇団体賞を受賞。
1995年スポーツニッポン文化大賞受賞。30年に及ぶ演劇活動、DV、子供の虐待、女性問題へ
の活動などを経て、2000年日本ららばい協会設立。
現在は女性史の一つともいえる子守唄に取り組んでいる。

【略歴】
NPO法人 日本子守唄協会 理事長。東京・浅草生まれ。元・劇団こまつ座主宰。
演劇のプロデュースを手掛ける。1985年、第20回紀伊国屋演劇団体賞を受賞。
1995年スポーツニッポン文化大賞受賞。30年に及ぶ演劇活動、DV、子供の虐待、女性問題へ
の活動などを経て、2000年日本ららばい協会設立。
現在は女性史の一つともいえる子守唄に取り組んでいる。

西舘好子 代表西舘好子 代表

ねぎぼうずプロジェクト女性村ねぎぼうずプロジェクト女性村

旧
西
牧
小
学
校
が
女
性
支
援
の
拠
点
施
設
へ

旧
西
牧
小
学
校
が
女
性
支
援
の
拠
点
施
設
へ

①『ありがとう、松本零士さん』回顧展※大日方康博さん個人所有物の展示となります。
　松本零士さん直筆の色紙、資料、写真や上信電鉄ミニ９９９号電車等を展示します。
　●時間：１０：００～１６：００　●場所：２Ｆ教室　　●入場料：無料　　●事前申込み：不要
　※上信電鉄９９９号記録映画も上映予定（時間、場所は別途）※共催：デキを愛する会　後援：上信電鉄株式会社・下仁田町
②《特別開催》上信電鉄ミニ９９９号電車の走行
　展示会オープニング記念としまして、６／１１（日）限定で上信電鉄ミニ９９９号電車が校庭を走行します！
　お子様はもちろん、大人の方も座って乗車できます。（混雑時はお子様を優先させて頂きます）
　●時間：１０：００～１４：４５　●場所：校庭（雨天時は校内を予定）　●乗車料金：無料　●事前申込み：不要
　※共催：デキを愛する会　後援：上信電鉄株式会社・下仁田町

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～6月11日(日)は“特別イベントデー”
女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～6月11日(日)は“特別イベントデー”

期間限定『土日特別イベント』
期間　6月17日(土)～8月6日(日)の【(土日のみ開催)】

期間限定『土日特別イベント』
期間　6月17日(土)～8月6日(日)の【(土日のみ開催)】

♦『ありがとう、松本零士さん』回顧展、及び《特別開催》上信電鉄ミニ９９９号電車の走行

●時間：１０：００～１６：００　●場所：２Ｆ教室　●入場料：無料　●事前申込み：不要
※上信電鉄９９９号記録映画も上映予定（時間、場所は別途）※共催：デキを愛する会　後援：上信電鉄株式会社・下仁田町

♦『ありがとう、松本零士さん』回顧展

●時間：１０：００～１６：００　●場所：階段・廊下　●観覧料：無料　●事前申込み：不要
※後援：下仁田町

♦西牧村　本宿回想記　展示会（絵・文：　黛一子、文・構成：　黛治男）

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆフジコ・ヘミングの部屋（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要
※共催：アリス動物病院

♦フジコ・ヘミング絵画展・写真展

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆ多田欣也ＭＵＳＥＵＭ（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要

※夏休み特別開催として、令和５年８月１０日（木）～８月１６日（水）の７日間は同イベントを連日開催予定です。
※イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。

日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https//www.komoriuta.jp/　SNS情報も併せてご覧ください。
日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https//www.komoriuta.jp/　SNS情報も併せてご覧ください。

♦多田欣也 MUSEUM

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１階　売店（１Ｆ旧職員室）

♦売店～新しい夏バージョンの特売！～

昭和の古き良き時代の本宿・宿場町の思い出を絵と文で綴った「本宿回想記」の展示会です。懐かしい思い出がよみがえります。
●時間：１０：００～１６：００　●場所：階段・廊下　●観覧料：無料　●事前申込み：不要
※後援：下仁田町

♦西牧村　本宿回想記　展示会（絵・文：　黛一子、文・構成：　黛治男）

ＧＷ中にご好評頂いた絵画展・写真展を継続開催！フジコさんから寄贈されたピアノも展示します。
●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆフジコ・ヘミングの部屋（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要
※共催：アリス動物病院

♦フジコ・ヘミング絵画展・写真展

ガーデニング教室でおなじみのきんや先生の世界へようこそ！童心に帰ることができるノスタルジックな宝物いっぱいの部屋です。
●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆ多田欣也ＭＵＳＥＵＭ（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要

♦多田欣也 MUSEUM

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１階　売店（１Ｆ旧職員室）

♦売店～新しい夏バージョンの特売！～

出演：西舘好子（お話）・藤井秀亮（ギター演奏・歌）・近藤奈保（朗読）・山田幸男（オルゴール奏者）
●時間：１５：００開演　　●場所：２Ｆ多目的ホール　　●費用：２，０００円（中学生以下無料）　
●定員：３０名（先着順）　  ●事前申込み：必要（日本子守唄協会までお願いします）

♦コンサート『初夏の風をうけて 子守唄を聴いて』

●お問い合わせ・お申込み先

Instagram Facebook Twitter

　
平
成
23
年
度
に
学
び
舎
と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
西
牧

小
学
校
。そ
の
校
舎
を
利
用
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
子
守
唄
協
会

（
旧
日
本
ら
ら
ば
い
協
会
）が
、「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

称
し
た
女
性
支
援
を
行
う
拠
点
施
設
を
開
設
。本
号
で
は
、改
め

て
活
動
内
容
や
考
え
方
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
。
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活
動
の
内
容
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

質
問
１

質
問
１
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性
の
自
立
を
め
ざ
し
て
、子
育

て
、仕
事
、生
き
甲
斐
を
自
ら
創
り
た

い
人
と
一
緒
に
女
性
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を
作
り
ま
す
。

な
ぜ
、下
仁
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を

　
　選
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れ
た
の
か
？
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問
２

質
問
２

　
自
然
と
共
生
で
き
る
場
所
の
中
で

健
康
的
な
居
場
所
つ
く
り
に
最
適
、

都
心
に
も
近
く
、こ
の
先
地
域
に
力

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

施
設
や
活
動
の
特
徴
は
？

質
問
３

質
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３

　
学
校
と
い
う
学
び
の
場
所
を
生
か

し
各
教
室
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や
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う
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た
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い
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の
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意
を
生
か
す
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め
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と
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所
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創
り
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す
。

将
来
展
望
は
？

質
問
４

質
問
４
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す
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と
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背
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で
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だ
き
、次
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性
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ブ
ラ

ン
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し
ま
す
。
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力
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と

を
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標
と
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、安
心
安
全
な
子
育
て

の
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
フ
ジ
コ
・ヘ
ミ
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グ
と
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う
世
界
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ピ
ア
ニ
ス
ト
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ピ
ア
ノ
と
絵
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す
る
こ
と
で
、文
化
的
背
景
で
知
っ

て
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【略歴】
NPO法人 日本子守唄協会 理事長。東京・浅草生まれ。元・劇団こまつ座主宰。
演劇のプロデュースを手掛ける。1985年、第20回紀伊国屋演劇団体賞を受賞。
1995年スポーツニッポン文化大賞受賞。30年に及ぶ演劇活動、DV、子供の虐待、女性問題へ
の活動などを経て、2000年日本ららばい協会設立。
現在は女性史の一つともいえる子守唄に取り組んでいる。

【略歴】
NPO法人 日本子守唄協会 理事長。東京・浅草生まれ。元・劇団こまつ座主宰。
演劇のプロデュースを手掛ける。1985年、第20回紀伊国屋演劇団体賞を受賞。
1995年スポーツニッポン文化大賞受賞。30年に及ぶ演劇活動、DV、子供の虐待、女性問題へ
の活動などを経て、2000年日本ららばい協会設立。
現在は女性史の一つともいえる子守唄に取り組んでいる。
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①『ありがとう、松本零士さん』回顧展※大日方康博さん個人所有物の展示となります。
　松本零士さん直筆の色紙、資料、写真や上信電鉄ミニ９９９号電車等を展示します。
　●時間：１０：００～１６：００　●場所：２Ｆ教室　　●入場料：無料　　●事前申込み：不要
　※上信電鉄９９９号記録映画も上映予定（時間、場所は別途）※共催：デキを愛する会　後援：上信電鉄株式会社・下仁田町
②《特別開催》上信電鉄ミニ９９９号電車の走行
　展示会オープニング記念としまして、６／１１（日）限定で上信電鉄ミニ９９９号電車が校庭を走行します！
　お子様はもちろん、大人の方も座って乗車できます。（混雑時はお子様を優先させて頂きます）
　●時間：１０：００～１４：４５　●場所：校庭（雨天時は校内を予定）　●乗車料金：無料　●事前申込み：不要
　※共催：デキを愛する会　後援：上信電鉄株式会社・下仁田町

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～6月11日(日)は“特別イベントデー”
女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～6月11日(日)は“特別イベントデー”

期間限定『土日特別イベント』
期間　6月17日(土)～8月6日(日)の【(土日のみ開催)】

期間限定『土日特別イベント』
期間　6月17日(土)～8月6日(日)の【(土日のみ開催)】

♦『ありがとう、松本零士さん』回顧展、及び《特別開催》上信電鉄ミニ９９９号電車の走行

●時間：１０：００～１６：００　●場所：２Ｆ教室　●入場料：無料　●事前申込み：不要
※上信電鉄９９９号記録映画も上映予定（時間、場所は別途）※共催：デキを愛する会　後援：上信電鉄株式会社・下仁田町

♦『ありがとう、松本零士さん』回顧展

●時間：１０：００～１６：００　●場所：階段・廊下　●観覧料：無料　●事前申込み：不要
※後援：下仁田町

♦西牧村　本宿回想記　展示会（絵・文：　黛一子、文・構成：　黛治男）

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆフジコ・ヘミングの部屋（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要
※共催：アリス動物病院

♦フジコ・ヘミング絵画展・写真展

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆ多田欣也ＭＵＳＥＵＭ（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要

※夏休み特別開催として、令和５年８月１０日（木）～８月１６日（水）の７日間は同イベントを連日開催予定です。
※イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。

日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https//www.komoriuta.jp/　SNS情報も併せてご覧ください。
日本子守唄協会事務局　TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https//www.komoriuta.jp/　SNS情報も併せてご覧ください。

♦多田欣也 MUSEUM

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１階　売店（１Ｆ旧職員室）

♦売店～新しい夏バージョンの特売！～

昭和の古き良き時代の本宿・宿場町の思い出を絵と文で綴った「本宿回想記」の展示会です。懐かしい思い出がよみがえります。
●時間：１０：００～１６：００　●場所：階段・廊下　●観覧料：無料　●事前申込み：不要
※後援：下仁田町

♦西牧村　本宿回想記　展示会（絵・文：　黛一子、文・構成：　黛治男）

ＧＷ中にご好評頂いた絵画展・写真展を継続開催！フジコさんから寄贈されたピアノも展示します。
●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆフジコ・ヘミングの部屋（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要
※共催：アリス動物病院

♦フジコ・ヘミング絵画展・写真展

ガーデニング教室でおなじみのきんや先生の世界へようこそ！童心に帰ることができるノスタルジックな宝物いっぱいの部屋です。
●時間：１０：００～１６：００　●場所：１Ｆ多田欣也ＭＵＳＥＵＭ（１Ｆ教室）　●入場料：無料　●事前申込み：不要

♦多田欣也 MUSEUM

●時間：１０：００～１６：００　●場所：１階　売店（１Ｆ旧職員室）

♦売店～新しい夏バージョンの特売！～

出演：西舘好子（お話）・藤井秀亮（ギター演奏・歌）・近藤奈保（朗読）・山田幸男（オルゴール奏者）
●時間：１５：００開演　　●場所：２Ｆ多目的ホール　　●費用：２，０００円（中学生以下無料）　
●定員：３０名（先着順）　  ●事前申込み：必要（日本子守唄協会までお願いします）

♦コンサート『初夏の風をうけて 子守唄を聴いて』

●お問い合わせ・お申込み先

Instagram Facebook Twitter

　
平
成
23
年
度
に
学
び
舎
と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
西
牧

小
学
校
。そ
の
校
舎
を
利
用
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
子
守
唄
協
会

（
旧
日
本
ら
ら
ば
い
協
会
）が
、「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

称
し
た
女
性
支
援
を
行
う
拠
点
施
設
を
開
設
。本
号
で
は
、改
め

て
活
動
内
容
や
考
え
方
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
。
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街なか活性化事業街なか活性化事業

　
下
仁
田
町
で
は
、
町
内
の
中

心
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
町
の
商
業
振
興
及
び
地
域

活
性
化
へ
繋
げ
、
ひ
い
て
は
町

全
体
へ
の
経
済
的
又
は
社
会
福

祉
的
な
波
及
を
図
る
た
め
、
方

針
や
取
り
組
み
を
計
画
書
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
計
画
書
、
策
定
ま
で
の
検
討

状
況
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
こ
の
計
画
は
、
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
積
み
上
げ
、
本
件
に
携

わ
っ
た
方
々
の
ご
協
力
を
得
て

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い

た
施
策
を
実
行
に
移
し
、
計
画

が
具
現
化
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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今
後
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て

■現在の街なかの状況

●良いと感じる点

■目指すべき街なかの姿

■取組内容

▲課題に感じる点

■現在の街なかの状況

●良いと感じる点

　町内在住者を対象にアンケート調査を実施しました（回答数：773 名）。その結果、まちがコンパクト
にまとまっており、生活する上で便利な反面、居住できる場所や子ども達が遊べる場所が少なく、新たな
ヒト・モノが入りにくいなどの課題が浮き彫りになってきました。

■目指すべき街なかの姿
検討にあたり、地域住民や有識者から構成される①検討委員会・分科会において各種検討を進めたほか、
活性化に向けた提案や意見を聞くため、②下仁田高校 3 年生とのワークショップ、③地域住民への個別ヒ
アリングを行いました。

■事業コンセプトと取組内容

■取組内容

目指すべき姿を実現するため、3 つの輪「つどう・つながる・つくりだす」街なかをコンセプトに掲げ、
次に示す取組みを進めていきます。

□コンパクトにまとまったまち
□徒歩圏内にスーパー、病院、薬局、駅があり、
　生活するのに便利
□行列のできる飲食店が多い
□昭和レトロの雰囲気を持った建物が残っている
　（下仁田駅ほか）
□昔からのお祭りが残っている

▲課題に感じる点
□空き家・空き店舗が増加している
□居住できるところが少ない
□高齢化が進んでいる
□地域コミュニティの維持が大変
□土日と平日で人通りが大きく異なる
□就業場所が少ない
□子ども達が遊ぶ公園が近くにない

街なかの目指すべき姿

「つどう」
　街なかに人がつどい
　自分ゴトとして地域を考える

◆ つどいの場の創出
　【下仁田駅周辺】
◆ 街なかの拠点整備
　【こんにゃく体験道場周辺】

◆ つどいの場の創出
　【下仁田駅周辺】
◆ 街なかの拠点整備
　【こんにゃく体験道場周辺】

街なかに暮らす人、来る人、関わる人
みんなが″ワクワク″する気持ちを持って過ごせる空間を創出する。

つどう　つながる　つくりだす　街なか
CONCEPTCONCEPT

世代を超えて 一歩踏み出す あなたを 応援するまち

◆ 居住空間等の整備
　【空き家･移住･子育て支援強化】
◆ 地域人材の育成
　【地域で活動する団体への支援】

◆ 居住空間等の整備
　【空き家･移住･子育て支援強化】
◆ 地域人材の育成
　【地域で活動する団体への支援】
◆ 新たなビジネスの創出
　【起業や特産品の活用を支援】
◆ 街の魅力(地域資源)を活用
　した戦略的な情報発信

◆ 新たなビジネスの創出
　【起業や特産品の活用を支援】
◆ 街の魅力(地域資源)を活用
　した戦略的な情報発信

POINT!POINT!
住民、事業者・金融機関、教育機関、行政など、地域に関わる人々が連携し、
それぞれの強みを活かして、街なかの活性化に向けた各種取組みを進めて
いきます。

これまでの検討経過は町HPから確認できます。 下仁田町街なか活性化事業

　令和５年 5 月、「街なか活性化事業検討委員会」委員長・高崎商
科大学熊倉浩靖特任教授から『街なか活性化基本計画書』が下仁
田町長に受け渡されました。
●問い合わせ　企画課　☎64-8809（直通）

検討委員会から町長へ提案

「つながる」
　人と人がつながり連携した
　新たな取り組みが始まる

「つくりだす」
　地域のヒト･モノ･経済の
　好循環をつくりだす
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■現在の街なかの状況

●良いと感じる点

　町内在住者を対象にアンケート調査を実施しました（回答数：773 名）。その結果、まちがコンパクト
にまとまっており、生活する上で便利な反面、居住できる場所や子ども達が遊べる場所が少なく、新たな
ヒト・モノが入りにくいなどの課題が浮き彫りになってきました。

■目指すべき街なかの姿
検討にあたり、地域住民や有識者から構成される①検討委員会・分科会において各種検討を進めたほか、
活性化に向けた提案や意見を聞くため、②下仁田高校 3 年生とのワークショップ、③地域住民への個別ヒ
アリングを行いました。

■事業コンセプトと取組内容

■取組内容

目指すべき姿を実現するため、3 つの輪「つどう・つながる・つくりだす」街なかをコンセプトに掲げ、
次に示す取組みを進めていきます。

□コンパクトにまとまったまち
□徒歩圏内にスーパー、病院、薬局、駅があり、
　生活するのに便利
□行列のできる飲食店が多い
□昭和レトロの雰囲気を持った建物が残っている
　（下仁田駅ほか）
□昔からのお祭りが残っている

▲課題に感じる点
□空き家・空き店舗が増加している
□居住できるところが少ない
□高齢化が進んでいる
□地域コミュニティの維持が大変
□土日と平日で人通りが大きく異なる
□就業場所が少ない
□子ども達が遊ぶ公園が近くにない

街なかの目指すべき姿

「つどう」
　街なかに人がつどい
　自分ゴトとして地域を考える

◆ つどいの場の創出
　【下仁田駅周辺】
◆ 街なかの拠点整備
　【こんにゃく体験道場周辺】

◆ つどいの場の創出
　【下仁田駅周辺】
◆ 街なかの拠点整備
　【こんにゃく体験道場周辺】

街なかに暮らす人、来る人、関わる人
みんなが″ワクワク″する気持ちを持って過ごせる空間を創出する。

つどう　つながる　つくりだす　街なか
CONCEPTCONCEPT

世代を超えて 一歩踏み出す あなたを 応援するまち

◆ 居住空間等の整備
　【空き家･移住･子育て支援強化】
◆ 地域人材の育成
　【地域で活動する団体への支援】

◆ 居住空間等の整備
　【空き家･移住･子育て支援強化】
◆ 地域人材の育成
　【地域で活動する団体への支援】
◆ 新たなビジネスの創出
　【起業や特産品の活用を支援】
◆ 街の魅力(地域資源)を活用
　した戦略的な情報発信

◆ 新たなビジネスの創出
　【起業や特産品の活用を支援】
◆ 街の魅力(地域資源)を活用
　した戦略的な情報発信

POINT!POINT!
住民、事業者・金融機関、教育機関、行政など、地域に関わる人々が連携し、
それぞれの強みを活かして、街なかの活性化に向けた各種取組みを進めて
いきます。

これまでの検討経過は町HPから確認できます。 下仁田町街なか活性化事業

　令和５年 5 月、「街なか活性化事業検討委員会」委員長・高崎商
科大学熊倉浩靖特任教授から『街なか活性化基本計画書』が下仁
田町長に受け渡されました。
●問い合わせ　企画課　☎64-8809（直通）

検討委員会から町長へ提案

「つながる」
　人と人がつながり連携した
　新たな取り組みが始まる

「つくりだす」
　地域のヒト･モノ･経済の
　好循環をつくりだす
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令和４年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

国庫支出金

町債

各種交付金

県支出金

寄附金

繰入金

繰越金

その他

25億円30億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　今年度の下半期（令和５年３月３１日現在）の財政状況を公表します。
　一般会計の当初予算額は48億1,600万円でしたが、その後の補正予算
（7億1,826万円）と前年度の繰越事業分（歳入7,628万円）を合わせて３
月３１日の予算現額は56億1,054万円となっております。

歳　入
27億95万円
27億95万円

令和５年３月31日現在
人口 6,711 人
男 3,290 人
女 3,421 人
世帯数 3,236 戸

6億7,431万円6億7,431万円
5億8,748万円5億8,748万円

8億236万円8億236万円
7億9,819万円7億9,819万円

3億5,400万円3億5,400万円
4,770万円4,770万円

2億9,810万円2億9,810万円
2億9,804万円2億9,804万円
2億8,856万円2億8,856万円

1億3,725万円1億3,725万円
1億1,902万円1億1,902万円
1億1,743万円1億1,743万円

1億5,034万円1億5,034万円
1億4,131万円1億4,131万円

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

土木費

消防費

農林水産費

商工費

議会費等
0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円 14億円 16億円

歳　出
15億206万円

8億2,867万円

4億1,214万円
2億5,570万円

11億3,032万円
10億1,466万円

6億4,772万円
6億4,772万円

8億47万円
7億7,620万円

4億4,971万円
4億812万円

2億5,903万円
2億4,456万円
2億4,097万円

1億8,182万円
8,788万円
7,709万円
8,024万円
6,721万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

56億1,054万円
45億175万円
80.2%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

56億1,054万円
49億4,301万円
88.1%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間
（４月１日～５月３１日）の収入・支出を
含めた令和４年度の決算は、広報しもにた
１１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況 ※一般会計債のみ

新規発行額 償還額

令和４年度中増減見込額
令和４年度末残高

1,844万円

0万円

8,575万円

1,622万円

3,345万円

7,545万円

4,954万円

1億3,214万円

0万円

2,113万円

2億117万円

6億3,329万円

1億4,648万円

0万円

4億5,360万円

1億7,726万円

2億5,904万円

7億650万円

2億8,830万円

5億3,121万円

0万円

2億317万円

19億8,647万円

47億5,203万円

令和３年度末
残高区分

総務債

民生債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

教育債

諸支出金債

災害復旧債

臨時財政対策債等

合計

◎
一
般
会
計
に
属
す
る
基
金
の
状
況

〇上水道事業会計の状況

予算

執行額

予算

執行額

◎
特
別
会
計

◎公営企業会計

勘定科目
収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収

入

支

出

給水件数　　3,385件
令和４年度末残高
21億4,102万円

5,316万円
9,475万円

3億2,573万円
1億4,957万円

80万円
111万円
5,477万円
954万円
5,591万円
203万円
393万円
262万円
3,353万円
100万円
300万円

29億3,462万円

区 分
財政調整基金 
減債基金 
ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金 
子育て支援基金 
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画区域公共施設等整備基金 
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金
合計

2億4,222万円

2億4,911万円

2億4,213万円

2億3,789万円

9,701万円

7,126万円

1億6,723万円

1億5,180万円

率行執出支率入収

介護保険
浄化槽整備事業

区　　　分
国民健康保険
後期高齢者医療

収入済額
8億9,935万円
1億4,222万円
13億6,725万円

5,070万円

予算現額
9億8,703万円
1億4,908万円
14億3,192万円

6,691万円

支出済額
8億7,162万円
1億3,712万円
11億9,022万円

3,856万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出

区分
708,096 円

基金残額町税負担額 町債残高
118,938 円

246,659 円

437,328 円

1,468,489 円 906,956 円

1億5,982万円

0万円

4億8,015万円

1億7,018万円

2億9,249万円

6億6,515万円

3億3,284万円

6億3,085万円

0万円

2億2,430万円

21億5,194万円

51億772万円

510万円

0万円

5,920万円

2,330万円

0万円

1億1,680万円

500万円

3,250万円

0万円

0万円

3,570万円

2億7,760万円

91.1%
95.4%
95.5%
75.8%

88.3%
92.0%
83.1%
57.6%

400万円
1億1,225万円

1億1,066万円
1億1,065万円
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令和４年度の下半期の予算執行状況をお知らせします

地方交付税

町税

国庫支出金

町債

各種交付金

県支出金

寄附金

繰入金

繰越金

その他

25億円30億円 20億円 15億円 10億円 5億円 0

　今年度の下半期（令和５年３月３１日現在）の財政状況を公表します。
　一般会計の当初予算額は48億1,600万円でしたが、その後の補正予算
（7億1,826万円）と前年度の繰越事業分（歳入7,628万円）を合わせて３
月３１日の予算現額は56億1,054万円となっております。

歳　入
27億95万円
27億95万円

令和５年３月31日現在
人口 6,711 人
男 3,290 人
女 3,421 人
世帯数 3,236 戸

6億7,431万円6億7,431万円
5億8,748万円5億8,748万円

8億236万円8億236万円
7億9,819万円7億9,819万円

3億5,400万円3億5,400万円
4,770万円4,770万円

2億9,810万円2億9,810万円
2億9,804万円2億9,804万円
2億8,856万円2億8,856万円

1億3,725万円1億3,725万円
1億1,902万円1億1,902万円
1億1,743万円1億1,743万円

1億5,034万円1億5,034万円
1億4,131万円1億4,131万円

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

土木費

消防費

農林水産費

商工費

議会費等
0 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円 12億円 14億円 16億円

歳　出
15億206万円

8億2,867万円

4億1,214万円
2億5,570万円

11億3,032万円
10億1,466万円

6億4,772万円
6億4,772万円

8億47万円
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4億4,971万円
4億812万円

2億5,903万円
2億4,456万円
2億4,097万円

1億8,182万円
8,788万円
7,709万円
8,024万円
6,721万円

予算現額(上段)合計
支出済額(下段)合計

支出率

支出率＝

56億1,054万円
45億175万円
80.2%
支出済額
予算現額

予算現額(上段)合計
収入済額(下段)合計

収入率

収入率＝

56億1,054万円
49億4,301万円
88.1%
収入済額
予算現額

※未収・未払いを整理する出納整理期間
（４月１日～５月３１日）の収入・支出を
含めた令和４年度の決算は、広報しもにた
１１月号でお知らせいたします。

行政情報行政情報

◎町債（借入金）の状況 ※一般会計債のみ

新規発行額 償還額

令和４年度中増減見込額
令和４年度末残高

1,844万円

0万円

8,575万円

1,622万円

3,345万円

7,545万円

4,954万円

1億3,214万円

0万円

2,113万円

2億117万円

6億3,329万円
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2億5,904万円
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19億8,647万円
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令和３年度末
残高区分
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民生債
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土木債

消防債

教育債

諸支出金債

災害復旧債
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合計

◎
一
般
会
計
に
属
す
る
基
金
の
状
況

〇上水道事業会計の状況
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特
別
会
計

◎公営企業会計

勘定科目
収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

収

入

支

出

給水件数　　3,385件
令和４年度末残高
21億4,102万円

5,316万円
9,475万円

3億2,573万円
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5,477万円
954万円
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203万円
393万円
262万円
3,353万円
100万円
300万円

29億3,462万円
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ふるさと下仁田応援基金 
公共施設等整備基金 
ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金 
子育て支援基金 
水道事業基金 
森林環境譲与税基金 
道の駅しもにた基金 
都市計画区域公共施設等整備基金 
町営住宅敷金利子運用基金 
町立学校施設基金 
中西文庫基金 
荒船風穴基金 
下仁田町収入印紙等購買基金 
下仁田町用品調達基金
合計
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2億4,911万円
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2億3,789万円

9,701万円
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率行執出支率入収

介護保険
浄化槽整備事業
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国民健康保険
後期高齢者医療
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8億9,935万円
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8億7,162万円
1億3,712万円
11億9,022万円

3,856万円

◎町民負担の状況

町民一人当たりの負担額など

１世帯当たりの負担額など

※　町税負担額は、収入済額で算出
　　町債残高は、一般会計債の年度末残高見込額で算出
　　基金残高は、一般会計に属する基金の年度末残高見込額で算出
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83.1%
57.6%
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1億1,066万円
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６
月
は
毎
朝
、下
仁
田
文
化
ホ
ー
ル

前
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
で
、朝
７
時

40
分
〜
８
時
頃
ま
で
、登
校
す
る
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
活
動
と
あ
い
さ
つ
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
な
り
ま
す
が
、参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

●
事
前
申
し
込
み

不
要

●
集
合
時
間・場
所

朝
７
時
40
分
・
公
民
館
前
駐
車
場

●
個
人・団
体
で
の
参
加

大
歓
迎

●
そ
の
他

・
集
合
場
所
に
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
ま
す
の
で
、活
動
を
始
め
る
前
に
一

言
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

・
駐
車
場
は
こ
ん
に
ゃ
く
道
場
前
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
災
害
等
に
よ
り
学
校
が
休
校
・
ま
た

は
登
校
時
間
が
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
日
の
活
動
を
中
止
し
ま
す
。そ
の

際
、中
止
の
連
絡
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
事
故
や
ケ
ガ
等
が
な
い
よ
う
時
間
に

ゆ
と
り
を
も
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、こ
の
見
守

り
活
動
は
バ
ス
通
学
を
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
地
域
の
方
と
触
れ
合

う
得
難
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。１
か
月
間
切
れ
目

な
く
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
、ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
係
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

　
下
仁
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

が
ス
タ
ー
ト
し
て
５
年
目
と
な
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、下
仁
田
町
の
子
ど
も

達
の
た
め
に
、「
で
き
る
こ
と
を
」「
で
き

る
と
き
に
」「
で
き
る
だ
け
」あ
な
た
の

お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

見
守
り
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

行政情報行政情報

　
地
域
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
下
仁

田
町
の
子
ど
も
た
ち
に
気
を
配
り
、温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。先
日
、令
和
５
年

度
第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。委
員
の
皆
様
に
は
小
・
中
学

校
長
よ
り
、学
校
運
営
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、下
仁
田
町
の
目

指
す
子
ど
も
達
の
姿
の
実
現
に
向
け

た
、地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働
の
あ

り
方
に
つ
い
て
熟
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
５
年
度

第
１
回
下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会

佐藤　秀俊

神戸　春巳

石井　晃祐

里見　悦子

中山　政承

新井　　満

野中　　敦

山田　知利

矢島　　正

富岡　千春

市川　敬則

区長会長

民生児童委員協議会長

青少年育成推進員連絡協議会長

更生保護女性会長

下仁田小学校ＰＴＡ会長

下仁田中学校ＰＴＡ会長

下仁田小学校長

下仁田中学校長

群馬大学共同教育学部特別講師

前下仁田小学校長

教育課公民館係長

●学校運営協議会委員（敬称略）

　
令
和
５
年
度
第
１
回
社
会
教
育
委

員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
で

は
令
和
５
年
度
の
社
会
教
育
関
連
事

業
、甘
楽
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会
表

彰
の
推
薦
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　
社
会
教
育
委
員
の
皆
様
に
は
、下
仁

田
町
の
社
会
教
育
事
業
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、参
加
者
の
視
点
か
ら
事
業
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
ご
協
議
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
５
年
度

第
１
回
下
仁
田
町
社
会
教
育
委
員
会
議

議　長　森泉　清重

副議長　小井圡　潔

五十嵐由紀子

竹内　すみ子

福田　忠之

神戸　　豊

野中　　敦

新井　　満

西牧地区

下仁田地区

小坂地区

馬山地区

青倉地区

町体育協会会長

下仁田小学校長

下仁田中学校PTA

●下仁田町社会教育委員（敬称略）

令和4年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

企画課

教育課

住民税務課

福祉課

合　　　計

2

1

1

0

4

2

1

1

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）

（３）
（４）
（５）
（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

30
1
31

30
1
31

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

総務課

住民税務課

福祉課

合　計

4

8

311

323

4

8

311

323

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０
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６
月
は
毎
朝
、下
仁
田
文
化
ホ
ー
ル

前
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
で
、朝
７
時

40
分
〜
８
時
頃
ま
で
、登
校
す
る
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
活
動
と
あ
い
さ
つ
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
な
り
ま
す
が
、参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

●
事
前
申
し
込
み

不
要

●
集
合
時
間・場
所

朝
７
時
40
分
・
公
民
館
前
駐
車
場

●
個
人・団
体
で
の
参
加

大
歓
迎

●
そ
の
他

・
集
合
場
所
に
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
ま
す
の
で
、活
動
を
始
め
る
前
に
一

言
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

・
駐
車
場
は
こ
ん
に
ゃ
く
道
場
前
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
災
害
等
に
よ
り
学
校
が
休
校
・
ま
た

は
登
校
時
間
が
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
日
の
活
動
を
中
止
し
ま
す
。そ
の

際
、中
止
の
連
絡
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
事
故
や
ケ
ガ
等
が
な
い
よ
う
時
間
に

ゆ
と
り
を
も
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、こ
の
見
守

り
活
動
は
バ
ス
通
学
を
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
地
域
の
方
と
触
れ
合

う
得
難
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。１
か
月
間
切
れ
目

な
く
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
、ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
係
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

　
下
仁
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

が
ス
タ
ー
ト
し
て
５
年
目
と
な
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、下
仁
田
町
の
子
ど
も

達
の
た
め
に
、「
で
き
る
こ
と
を
」「
で
き

る
と
き
に
」「
で
き
る
だ
け
」あ
な
た
の

お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

見
守
り
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

行政情報行政情報

　
地
域
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
下
仁

田
町
の
子
ど
も
た
ち
に
気
を
配
り
、温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。先
日
、令
和
５
年

度
第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。委
員
の
皆
様
に
は
小
・
中
学

校
長
よ
り
、学
校
運
営
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、下
仁
田
町
の
目

指
す
子
ど
も
達
の
姿
の
実
現
に
向
け

た
、地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働
の
あ

り
方
に
つ
い
て
熟
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
５
年
度

第
１
回
下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会

佐藤　秀俊

神戸　春巳

石井　晃祐

里見　悦子

中山　政承

新井　　満

野中　　敦

山田　知利

矢島　　正

富岡　千春

市川　敬則

区長会長

民生児童委員協議会長

青少年育成推進員連絡協議会長

更生保護女性会長

下仁田小学校ＰＴＡ会長

下仁田中学校ＰＴＡ会長

下仁田小学校長

下仁田中学校長

群馬大学共同教育学部特別講師

前下仁田小学校長

教育課公民館係長

●学校運営協議会委員（敬称略）

　
令
和
５
年
度
第
１
回
社
会
教
育
委

員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
で

は
令
和
５
年
度
の
社
会
教
育
関
連
事

業
、甘
楽
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会
表

彰
の
推
薦
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　
社
会
教
育
委
員
の
皆
様
に
は
、下
仁

田
町
の
社
会
教
育
事
業
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、参
加
者
の
視
点
か
ら
事
業
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
ご
協
議
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
５
年
度

第
１
回
下
仁
田
町
社
会
教
育
委
員
会
議

議　長　森泉　清重

副議長　小井圡　潔

五十嵐由紀子

竹内　すみ子

福田　忠之

神戸　　豊

野中　　敦

新井　　満

西牧地区

下仁田地区

小坂地区

馬山地区

青倉地区

町体育協会会長

下仁田小学校長

下仁田中学校PTA

●下仁田町社会教育委員（敬称略）

令和4年度の情報公開・個人情報保護制度の運用状況は次のとおりです
１　情報公開の状況 

２　個人情報保護制度の運用状況 

件　数 公　開 一　部 非公開 拒　否 文書無 処理中所　属

企画課

教育課

住民税務課

福祉課

合　　　計

2

1

1

0

4

2

1

1

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

■問い合わせ　総務課　行政係　（内線３０2）

　　　口頭による個人情報の公開請求件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報の訂正の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報の削除の請求件数及び処理の状況（〃）
　　　個人情報取扱の是正の申出件数及び処理の状況（〃）

（３）
（４）
（５）
（６）

　　　個人情報取扱の苦情の申出件数及び処理の状況（なし）
　　　個人情報取扱の苦情の相談件数及び処理の状況（〃）
　　　不服申立の状況及び処理状況（〃） 
　　　個人情報提供の状況及び処理状況

（７）
（８）
（９）
（10）

（１）
（２）
　　　個人情報取扱事務の届出状況（継続２０８件）
　　　個人情報公開の請求件数及び処理の状況

　　　情報公開の請求件数及び処理の状況（１）

　　　不服申立の状況及び処理状況（0件）（２）

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

福祉課
保健課
合　　計

30
1
31

30
1
31

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

件数 公開 一部 非公開 拒否 処理中所　属

総務課

住民税務課

福祉課

合　計

4

8

311

323

4

8

311

323

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０
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行政情報行政情報

　
教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、午
後
２
時
50
分
ま
で
に
２
０
１
会

議
室
に
て
受
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
開
催
日

令
和
５
年
6
月
30
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分（
午
後
３

時
教
育
委
員
会
開
始
）

教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会
議
室

　
な
お
、会
議
は
原
則
公
開
で
行
い
ま

す
が
、審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
そ
の
際
に
は
、会

場
か
ら
ご
退
室
い
た
だ
き
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う

個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経

費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規

程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て

い
ま
す
。

●
令
和
5
年
度
　町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い

て
、同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公

開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

2

3

4

5

支出日

4月20日

4月21日

4月分

4月分

支出区分

会費

会費

弔慰

弔慰

下仁田町消防団本部 懇親会

下仁田町商工会青年部 懇親会

葬儀生花３件

葬儀香典２件

支出金額

5,000

5,000

25,000

8,000

53,000

支出内容支

(4月分) (単位:円)

4月分 計

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　将来、より多くの老齢年金の給付を受ける為に、国民年金加入者や65歳になるまでの任意加
入者の方は、ご希望により国民年金保険料に加えて月額４００円の保険料を納めることで、老
齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。付加年金の年金額は２００円×付加保険料納付月数
です。

【例】40歳から60までの20年（２４０ヵ月）付加保険料を納付した場合、２００円×２４０
月＝４８，０００円（年額）が付加年金として老齢基礎年金に上乗せされます。
　なお、国民年金基金に加入している方や免除制度を利用している方は付加保険料を納めるこ
とが出来ません。
　国民年金の付加保険料納付制度へ加入をご希望の方は、ねんきんダイヤルにて申請の手続き
をしてください。

富岡ロータリークラブ
創立 60周年記念式典 10,000慶祝4月1日1

避
難
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の
名
簿
を

作
成
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方（
要
支
援
者
）

を
支
援
す
る
た
め
の「
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、民
生
委
員
、区
長
、

消
防
関
係
、警
察
等
の
地
域
の
支
援

者
に
事
前
に
提
供
し
て
お
き
、台
風

等
の
災
害
時
に
要
支
援
者
が
自
宅
に

い
る
こ
と
が
危
険
と
判
断
し
た
場

合
、避
難
所
ま
で
円
滑
に
移
動
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
取
組
み
に
活
用
し

ま
す
。

　
名
簿
に
は
災
害
時
に
避
難
が
心
配

で
、個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
が
あ

れ
ば
、ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
課
か

地
域
の
民
生
委
員
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
避

難
支
援
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。こ

の
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
必
ず

し
も
支
援
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
時
に
、皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、日
頃
か
ら
準
備
や
心
構
え
を
持

つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3

地域の支援者
（民生委員、区長等）

②要支援者の状況を報告
　避難所への移動支援の要否 社 協

警察・消防

町

③要支援者の
　移動支援を要請

③

④

②
①

④要支援者の避難所への移動支援

①電話等で連絡
・安否確認・防災情報の伝達
・避難移動可否の確認

要支援者

⑤移動
避難所

地域の支援者
（消防団等）

　
現
在
、「
荒
船
風
穴
」で
は
見
学
者
全

員
に
、隣
接
す
る
神
津
牧
場
の「
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
引
換
券
」を
無
料
で
進
呈
し

て
い
ま
す
。「
荒
船
風
穴
」は
、地
球
の
不

思
議
と
絹
の
歴
史
を
同
時
体
験
で
き

る
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。神
津
牧

場
と
セ
ッ
ト
で
高
原
の
風
と
歴
史
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
？

ご
来
場
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
見
学
時
間

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
見
学
料
　
大
人
　
5
0
0
円

世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」
の
見
学
者
に
、

神
津
牧
場
の
「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
引
換
券
」
を

進
呈
し
て
い
ま
す
。

町
内
在
住
の
方
・
高
校
生
以
下
・
障
害

者（
付
添
１
名
）　
無
料

★
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
ま
た
は
飲
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
に
引
き
換
え
で
き
ま
す
。

★
引
き
換
え
場
所
は
神
津
牧
場
の
み

と
な
り
ま
す
。

★
引
換
券
裏
面
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

の
上
、神
津
牧
場
で
当
日
限
り
有
効
と

な
り
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
交
通
規
制
の
た
め
、

神
津
牧
場
経
由
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、土
・
日
・
祝
日
は
無
料
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館  

☎
82―

５
３
４
５

「
荒
船
風
穴
」の
見
学
と

引
換
券
の
注
意
事
項
に
つ
い
て

「
荒
船
風
穴
」の
見
学
と

引
換
券
の
注
意
事
項
に
つ
い
て

●問い合わせ　ねんきんダイヤル　☎０５７０―０５―１１６５
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報しもにた



行政情報行政情報

　
教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、午
後
２
時
50
分
ま
で
に
２
０
１
会

議
室
に
て
受
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
開
催
日

令
和
５
年
6
月
30
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分（
午
後
３

時
教
育
委
員
会
開
始
）

教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会
議
室

　
な
お
、会
議
は
原
則
公
開
で
行
い
ま

す
が
、審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
そ
の
際
に
は
、会

場
か
ら
ご
退
室
い
た
だ
き
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う

個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経

費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規

程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て

い
ま
す
。

●
令
和
5
年
度
　町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い

て
、同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公

開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

2

3

4

5

支出日

4月20日

4月21日

4月分

4月分

支出区分

会費

会費

弔慰

弔慰

下仁田町消防団本部 懇親会

下仁田町商工会青年部 懇親会

葬儀生花３件

葬儀香典２件

支出金額

5,000

5,000

25,000

8,000

53,000

支出内容支

(4月分) (単位:円)

4月分 計

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　将来、より多くの老齢年金の給付を受ける為に、国民年金加入者や65歳になるまでの任意加
入者の方は、ご希望により国民年金保険料に加えて月額４００円の保険料を納めることで、老
齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。付加年金の年金額は２００円×付加保険料納付月数
です。

【例】40歳から60までの20年（２４０ヵ月）付加保険料を納付した場合、２００円×２４０
月＝４８，０００円（年額）が付加年金として老齢基礎年金に上乗せされます。
　なお、国民年金基金に加入している方や免除制度を利用している方は付加保険料を納めるこ
とが出来ません。
　国民年金の付加保険料納付制度へ加入をご希望の方は、ねんきんダイヤルにて申請の手続き
をしてください。

富岡ロータリークラブ
創立 60周年記念式典 10,000慶祝4月1日1

避
難
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の
名
簿
を

作
成
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方（
要
支
援
者
）

を
支
援
す
る
た
め
の「
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、民
生
委
員
、区
長
、

消
防
関
係
、警
察
等
の
地
域
の
支
援

者
に
事
前
に
提
供
し
て
お
き
、台
風

等
の
災
害
時
に
要
支
援
者
が
自
宅
に

い
る
こ
と
が
危
険
と
判
断
し
た
場

合
、避
難
所
ま
で
円
滑
に
移
動
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
取
組
み
に
活
用
し

ま
す
。

　
名
簿
に
は
災
害
時
に
避
難
が
心
配

で
、個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
が
あ

れ
ば
、ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
課
か

地
域
の
民
生
委
員
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
避

難
支
援
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。こ

の
名
簿
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
必
ず

し
も
支
援
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
時
に
、皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、日
頃
か
ら
準
備
や
心
構
え
を
持

つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3

地域の支援者
（民生委員、区長等）

②要支援者の状況を報告
　避難所への移動支援の要否 社 協

警察・消防

町

③要支援者の
　移動支援を要請

③

④

②
①

④要支援者の避難所への移動支援

①電話等で連絡
・安否確認・防災情報の伝達
・避難移動可否の確認

要支援者

⑤移動
避難所

地域の支援者
（消防団等）

　
現
在
、「
荒
船
風
穴
」で
は
見
学
者
全

員
に
、隣
接
す
る
神
津
牧
場
の「
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
引
換
券
」を
無
料
で
進
呈
し

て
い
ま
す
。「
荒
船
風
穴
」は
、地
球
の
不

思
議
と
絹
の
歴
史
を
同
時
体
験
で
き

る
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。神
津
牧

場
と
セ
ッ
ト
で
高
原
の
風
と
歴
史
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
？

ご
来
場
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
見
学
時
間

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
見
学
料
　
大
人
　
5
0
0
円

世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風
穴
」
の
見
学
者
に
、

神
津
牧
場
の
「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
引
換
券
」
を

進
呈
し
て
い
ま
す
。

町
内
在
住
の
方
・
高
校
生
以
下
・
障
害

者（
付
添
１
名
）　
無
料

★
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
ま
た
は
飲
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
に
引
き
換
え
で
き
ま
す
。

★
引
き
換
え
場
所
は
神
津
牧
場
の
み

と
な
り
ま
す
。

★
引
換
券
裏
面
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

の
上
、神
津
牧
場
で
当
日
限
り
有
効
と

な
り
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
交
通
規
制
の
た
め
、

神
津
牧
場
経
由
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、土
・
日
・
祝
日
は
無
料
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館  

☎
82―

５
３
４
５

「
荒
船
風
穴
」の
見
学
と

引
換
券
の
注
意
事
項
に
つ
い
て

「
荒
船
風
穴
」の
見
学
と

引
換
券
の
注
意
事
項
に
つ
い
て

●問い合わせ　ねんきんダイヤル　☎０５７０―０５―１１６５
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
山
萌
え
て
朝
日
に
快
心
深
呼
吸

　
　

  

　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
巡
り
逢
い
神
の
計
り
し
さ
ぷ
ら
い
ず

　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
あ
じ
さ
い
が
ひ
き
た
つ
イ
ン
タ
ー
家
族
づ
れ
（
吉

　崎
）

　山
崎

　照
子

■
夏
山
を
水
面
に
浮
か
べ
山
の
湖

　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
緑
増
す
や
ま
ど
り
つ
が
い
野
を
か
け
る
黄
砂
は
び
こ
り
青
空
く
す
む
（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
花
追
い
て
北
上
し
て
見
る
我
が
地
図
は
や
は
り
豊
か
に
米
の
生
る
土
地
（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
父
恋
し
童
の
よ
う
に
子
を
想
う
母
の
如
く
に
慕
え
る
恵
み

　
　
　
　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
花
充
ち
心
も
充
ち
て
此
の
季
節
を
老
い
て
昔
を
偲
び
座
る

　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
や
さ
し
さ
が
恋
し
い
亡
友
の
庭
に
咲
く
自
慢
の
石
南
花
笑
み
こ
ぼ
し
（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

と

き

お

■
終
の
日
は
天
に
委
せ
て
挿
し
木
す
る

　高
田

　ト
ク

　

■
春
眠
の
覚
め
て
考
妣
の
影
残
る

　
　
　須
藤

　禮
子

　

■
野
蒜
抜
く
小
玉
大
玉
曲
り
玉

　
　
　
　永
井

　波
江

　

■
春
眠
や
夢
の
中
で
も
探
し
も
の

　
　
　吉
田

　文
子

　

■
花
巡
り
夫
の
笑
顔
と
野
の
昼
餉

　
　
　工
藤

　初
恵

　 ■
閉
園
の
声
無
き
庭
や
桜
満
つ

　
　
　
　
　新
井

　笑
子

　
　

■
咲
き
分
け
て
桃
は
枝
垂
れ
を
濃
く
揺
ら
し

　今
井

　陽
子

　

■
校
門
と
云
う
春
風
の
出
入
口

　
　
　
　
　斉
藤

　悦
子

　

■
枝
に
残
る
雨
粒
ゆ
ら
し
初
音
か
な

　
　
　佐
藤
志
げ
子

　

※
考
妣
↓
亡
く
な
っ
た
父
母
の
こ
と

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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図解　はじめての絵画

おかしんだいねえ！ 甘楽弁の世界Ⅱ

里山の生き物図鑑

イラストカット大辞典

学級だより 文例＆イラスト集 小学校低学年

学級だより 文例＆イラスト集 小学校中・高学年
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公民館だより公民館だより

令和５年
第463号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

本格中華の味をご家庭に！「飲茶作り教室」参加者募集！！本格中華の味をご家庭に！「飲茶作り教室」参加者募集！！
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　ご家庭で手軽に作れる本格点心作りの教室です。今回は、小型の肉まんと焼売を作ります。日々のメ
ニューに取り入れて、おもてなしにいかがでしょうか。ぜひご参加ください。
●期　日　６月２９日（木）　●時　間　午前１０時～午後１時
●場　所　下仁田町公民館２階栄養学習室
●対　象　成　人　　　　　●定　員　２０名（先着順）　
●講　師　町保健センター管理栄養士
●材料代　６００円　　　　●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　６月１日（木）～２３日（金）
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎82-3535

武道体操教室のご案内（参加者募集）武道体操教室のご案内（参加者募集）
　武道体操は、空手やキックボクシング等の格闘技を応用したフィットネスです。効果的に体幹を鍛え、日ご
ろのストレス解消にもなります。女性の方もお気軽にご参加ください。
●期　日　７月６日（木）・１３日（木）２回　●時　間　午後７時～８時３０分（夜間）
●場　所　下仁田町公民館３階大会議室　 ●対　象　成人
●定　員　１５名（先着順）　　　　　　　 ●講　師　小池 準 先生（下仁田町）
●費　用　無料　　　　　　　　　　　　 ●用意するもの　タオル、飲み物
●募集開始　６月８日（木）
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎82-3535

　武道体操は、空手やキックボクシング等の格闘技を応用したフィットネスです。効果的に体幹を鍛え、日ご
ろのストレス解消にもなります。女性の方もお気軽にご参加ください。
●期　日　７月６日（木）・１３日（木）２回　●時　間　午後７時～８時３０分（夜間）
●場　所　下仁田町公民館３階大会議室　 ●対　象　成人
●定　員　１５名（先着順）　　　　　　　 ●講　師　小池 準 先生（下仁田町）
●費　用　無料　　　　　　　　　　　　 ●用意するもの　タオル、飲み物
●募集開始　６月８日（木）
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎82-3535

6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

6/15（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

6/13（火）

１０：００～１１：３０

13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 12広
報しもにた
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平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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本格中華の味をご家庭に！「飲茶作り教室」参加者募集！！本格中華の味をご家庭に！「飲茶作り教室」参加者募集！！
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　ご家庭で手軽に作れる本格点心作りの教室です。今回は、小型の肉まんと焼売を作ります。日々のメ
ニューに取り入れて、おもてなしにいかがでしょうか。ぜひご参加ください。
●期　日　６月２９日（木）　●時　間　午前１０時～午後１時
●場　所　下仁田町公民館２階栄養学習室
●対　象　成　人　　　　　●定　員　２０名（先着順）　
●講　師　町保健センター管理栄養士
●材料代　６００円　　　　●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　６月１日（木）～２３日（金）
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎82-3535

武道体操教室のご案内（参加者募集）武道体操教室のご案内（参加者募集）
　武道体操は、空手やキックボクシング等の格闘技を応用したフィットネスです。効果的に体幹を鍛え、日ご
ろのストレス解消にもなります。女性の方もお気軽にご参加ください。
●期　日　７月６日（木）・１３日（木）２回　●時　間　午後７時～８時３０分（夜間）
●場　所　下仁田町公民館３階大会議室　 ●対　象　成人
●定　員　１５名（先着順）　　　　　　　 ●講　師　小池 準 先生（下仁田町）
●費　用　無料　　　　　　　　　　　　 ●用意するもの　タオル、飲み物
●募集開始　６月８日（木）
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎82-3535

　武道体操は、空手やキックボクシング等の格闘技を応用したフィットネスです。効果的に体幹を鍛え、日ご
ろのストレス解消にもなります。女性の方もお気軽にご参加ください。
●期　日　７月６日（木）・１３日（木）２回　●時　間　午後７時～８時３０分（夜間）
●場　所　下仁田町公民館３階大会議室　 ●対　象　成人
●定　員　１５名（先着順）　　　　　　　 ●講　師　小池 準 先生（下仁田町）
●費　用　無料　　　　　　　　　　　　 ●用意するもの　タオル、飲み物
●募集開始　６月８日（木）
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎82-3535

6月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

6/15（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）
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親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

6/13（火）

１０：００～１１：３０

13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 12広
報しもにた



下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　下仁田あじさい園のある馬山丘陵で、鎌田や
杣瀬の歴史や景色などをガイドが紹介しながら
歩くジオツアーを開催します。
　ツアー終了後は、
あじさい園も見学で
きます。
　ぜひ、ご参加くだ
さい！

●日　時　6月 17日（土）9:00 ～ 11:00
ツアー最後はあじさい園内で解散し、園内を各
自で見学していただきます。
●集　合　下仁田あじさい園駐車場
●参加費　800 円（あじさい園協力金含む）
●持ち物　歩きやすい靴・動きやすい服・
　　　　　飲料など
●申込み　下仁田町自然史館へ（6/12 まで）
●定　員　20名（先着順）
※小雨決行

　毎月 20 日の朝に下仁田ジオパークの
会による、清掃活動が行われています。
　この活動は、来訪者を気持ちよく迎え
ることができるだけでなく、下流域の水
辺の生き物の生活を守るなど水環境の保
全につながる素晴らしい取り組みです。
　清掃終了後には、ミニジオ講座もあり、
下仁田町の事をより深く知ることができ
ます。
　今年度は、右の表のとおり実施される
予定です。
　ぜひご参加ください。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー第3弾

　下仁田には、地質学的に珍しいとされる地層
がたくさんあり、下仁田自然学校の先生たちの
紹介により地質を学ぶ大学生が、毎年実習に訪
れています。
　今年も、大学の授業の一貫で、54 人の学生た
ちが町を訪れ、跡倉クリッペのすべり面や宮室
の逆転層などを見学し、地層から読み取れる情
報を記録する実習をしました。

大学生による実習が行われています

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
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五
才
の
と
き

母
を
そ
れ
ぞ
れ
病
気
で
失
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
翌
年
に
は
祖
父
を
失
い
、

少
年
時
代
か
ら
両
親
の
い
な
い
不
幸

を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
十
才
の
時
寺

子
屋
に
入
り
そ
の
後
塾
で
学
び
、
十

二
才
で
小
学
校
に
学
び
十
四
才
の
時

自
然
退
学
を
し
て
い
ま
す
。
時
間
の

都
合
が
出
来
ま
し
た
ら
是
非
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
が
ま
だ
植
物
を
始
め
出
し
た
頃

の
こ
と
で
し
た
。
１
９
５
３
年
（
昭

和
28
）
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
植
物

に
つ
い
て
の
質
問
を
日
本
の
大
植
物

学
者
牧
野
富
太
郎
先
生
に
教
え
て
戴

く
よ
う
に
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
早
速
に
当
時
の
勤
務
校

小
坂
中
学
校
宛
に
ご
返
信
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
夢
の
思
い
で

早
速
開
封
を
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、

文
末
に
下
仁
田
ネ
ギ
少
々
送
っ
て
欲

し
い
と
の
こ
と
。
現
在
栽
培
中
な
の

で
収
穫
期
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
と

の
返
信
を
差
し
あ
げ
ま
し
て
、
年
末

に
お
送
り
致
し
ま
し
た
。
他
に
、
最

初
に
頂
き
ま
し
た
年
賀
状
が
１
９
５

５
年
（
昭
和
30
）
の
も
の
で
し
た
。

丁
度
、
牧
野
先
生
が
学
生
版
原
色
植

物
図
鑑
の
完
成
を
急
が
れ
て
い
る
折

り
の
時
で
し
た
。
次
の
年
賀
状
は
１

９
５
６
年
（
昭
和
31
）
で
し
た
が
、

昨
年
暮
れ
よ
り
臥
床
に
つ
か
れ
て
い

る
時
の
年
賀
状
の
よ
う
で
し
た
。
次

が
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
の
も
の

は
病
に
伏
し
て
代
筆
で
し
た
。
そ
の

直
後
の
１
月
18
日
に
、
94
才
の
天
寿

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
頂
戴
し

ま
し
た
年
賀
状
は
、
天
寿
を
全
う
さ

れ
ま
し
た
直
前
の
最
後
の
３
年
間
の

も
の
で
す
。
今
、
額
に
納
め
て
大
切

に
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
年
に
、遺
稿
集「
我
が
想
ひ
出
」

が
北
隆
館
か
ら
出
版
と
な
り
ま
し
た
。

早
速
に
買
い
求
め
て
読
み
進
め
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
突
然
驚
く
べ
き
こ

と
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
何
と「
シ

モ
ニ
タ
ネ
ギ
」
で
し
た
。
無
我
夢
中

で
読
み
進
め
ま
し
た
。
内
容
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。「
シ
モ
ニ
タ
ネ

ギ
」。「
上
野
、
甘
楽
郡
、
下
日
多
村

に
作
っ
て
居
る
ネ
ギ
を
、
シ
モ
ニ
タ

ネ
ギ
と
謂
ひ
、
亦
た
、
オ
オ
ネ
ブ
カ

（A
llium

 fistlium
 L.giganetnm

M
akino

）
亦
た
、
オ
オ
ネ
ギ
と
称
す

る
。」
と
あ
り
ま
し
た
。
下
仁
田
ネ
ギ

の
学
名
が
牧
野
富
太
郎
博
士
に
よ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
県
民
は
皆
無
に

近
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

昭
和
堂
菓
子
店
の
「
下
仁
田
ネ
ギ
最

中
」
の
シ
オ
リ
に
書
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
お
店
も
店
終
い
を
し

て
仕
舞
い
残
念
で
す
。

　
思
い
出
は
、
牧
野
富
太
郎
先
生
の

貴
重
な
手
紙
と
、
最
後
の
３
年
間
の

年
賀
状
で
す
。
県
内
に
牧
野
先
生
の

ご
指
導
と
、
こ
の
年
賀
状
を
頂
い
て

い
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
わ
が

町
の
名
産
下
仁
田
ネ
ギ
の
命
名
者
で

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ

こ
の
稿
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
　

思
い
出
は
　
多
き
が
持
た
ぬ
　
宝
な
り

　
年
賀
状
に
　
冥
福
祈
る

あ
り
難
き
　
教
え
や
今
も
　
胸
の
中

　
思
い
も
よ
ら
ぬ
　
博
士
の
手
紙

名
産
の
　
下
仁
田
ネ
ギ
と
　
名
付
け
し
は

　
ら
ん
ま
ん
の
主
　
牧
野
博
士
ぞ

味
の
よ
き
　
天
下
に
誇
る
　
下
仁
田
の

　
ネ
ギ
命
名
は
　
牧
野
富
太
郎

残
念
な
　
こ
と
と
思
え
ば
　
直
接

　
面
談
出
来
ぬ
　
こ
と
の
寂
し
さ

職
を
引
く
　
ね
ぎ
ら
い
と
し
て
　
四
国
路
へ

　
妻
と
二
人
で
　
慰
安
の
旅
に

妙
義
山
　
共
に
指
定
の
　
寒
霞
渓

　
淡
路
の
旅
も
　
満
喫
し
て

四
国
路
へ
　
旅
の
思
い
出
　
牧
野
館

　
み
や
げ
に
梅
花
ウ
ツ
ギ
戴
く
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下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　下仁田あじさい園のある馬山丘陵で、鎌田や
杣瀬の歴史や景色などをガイドが紹介しながら
歩くジオツアーを開催します。
　ツアー終了後は、
あじさい園も見学で
きます。
　ぜひ、ご参加くだ
さい！

●日　時　6月 17日（土）9:00 ～ 11:00
ツアー最後はあじさい園内で解散し、園内を各
自で見学していただきます。
●集　合　下仁田あじさい園駐車場
●参加費　800 円（あじさい園協力金含む）
●持ち物　歩きやすい靴・動きやすい服・
　　　　　飲料など
●申込み　下仁田町自然史館へ（6/12 まで）
●定　員　20名（先着順）
※小雨決行

　毎月 20 日の朝に下仁田ジオパークの
会による、清掃活動が行われています。
　この活動は、来訪者を気持ちよく迎え
ることができるだけでなく、下流域の水
辺の生き物の生活を守るなど水環境の保
全につながる素晴らしい取り組みです。
　清掃終了後には、ミニジオ講座もあり、
下仁田町の事をより深く知ることができ
ます。
　今年度は、右の表のとおり実施される
予定です。
　ぜひご参加ください。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

季節を感じる下仁田ジオツアー第3弾

　下仁田には、地質学的に珍しいとされる地層
がたくさんあり、下仁田自然学校の先生たちの
紹介により地質を学ぶ大学生が、毎年実習に訪
れています。
　今年も、大学の授業の一貫で、54 人の学生た
ちが町を訪れ、跡倉クリッペのすべり面や宮室
の逆転層などを見学し、地層から読み取れる情
報を記録する実習をしました。

大学生による実習が行われています

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

月

6

7

8

9

10

11

3

日

20

20

20

20

20

20

20

曜日

火

木

日

水

金

月

祝・水

時間

6：30～

6：30～

8：00～

6：30～

6：30～

6：30～

8：00～

清掃箇所

はねこし峡

すべり面・自然史館

青岩公園

下仁田層・諏訪神社

県立妙義公園駐車場

大桑原のしゅう曲

青岩公園

里
見
哲
夫

牧
野
富
太
郎
先
生
へ
の
想
ひ

牧
野
富
太
郎
先
生
へ
の
想
ひ

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
４
月
３
日
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ド
ラ

マ
「
ら
ん
ま
ん
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
ら
ん
ま
ん
」
と
は
花
が
咲
き
乱
れ
る

さ
ま
と
か
、
光
り
輝
く
さ
ま
と
の
意

味
を
も
ち
ま
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
１

８
６
２
年
（
文
久
２
）
に
四
国
の
土

佐
国
佐
川
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
牧
野

成
太
郎
、
す
ぐ
に
改
名
を
し
た
牧
野

富
太
郎
の
生
涯
に
渡
っ
て
の
物
語
で

す
。
三
才
の
時
父
を
、
五
才
の
と
き

母
を
そ
れ
ぞ
れ
病
気
で
失
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
翌
年
に
は
祖
父
を
失
い
、

少
年
時
代
か
ら
両
親
の
い
な
い
不
幸

を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
十
才
の
時
寺

子
屋
に
入
り
そ
の
後
塾
で
学
び
、
十

二
才
で
小
学
校
に
学
び
十
四
才
の
時

自
然
退
学
を
し
て
い
ま
す
。
時
間
の

都
合
が
出
来
ま
し
た
ら
是
非
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
が
ま
だ
植
物
を
始
め
出
し
た
頃

の
こ
と
で
し
た
。
１
９
５
３
年
（
昭

和
28
）
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
植
物

に
つ
い
て
の
質
問
を
日
本
の
大
植
物

学
者
牧
野
富
太
郎
先
生
に
教
え
て
戴

く
よ
う
に
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
早
速
に
当
時
の
勤
務
校

小
坂
中
学
校
宛
に
ご
返
信
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
夢
の
思
い
で

早
速
開
封
を
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、

文
末
に
下
仁
田
ネ
ギ
少
々
送
っ
て
欲

し
い
と
の
こ
と
。
現
在
栽
培
中
な
の

で
収
穫
期
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
と

の
返
信
を
差
し
あ
げ
ま
し
て
、
年
末

に
お
送
り
致
し
ま
し
た
。
他
に
、
最

初
に
頂
き
ま
し
た
年
賀
状
が
１
９
５

５
年
（
昭
和
30
）
の
も
の
で
し
た
。

丁
度
、
牧
野
先
生
が
学
生
版
原
色
植

物
図
鑑
の
完
成
を
急
が
れ
て
い
る
折

り
の
時
で
し
た
。
次
の
年
賀
状
は
１

９
５
６
年
（
昭
和
31
）
で
し
た
が
、

昨
年
暮
れ
よ
り
臥
床
に
つ
か
れ
て
い

る
時
の
年
賀
状
の
よ
う
で
し
た
。
次

が
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
の
も
の

は
病
に
伏
し
て
代
筆
で
し
た
。
そ
の

直
後
の
１
月
18
日
に
、
94
才
の
天
寿

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
頂
戴
し

ま
し
た
年
賀
状
は
、
天
寿
を
全
う
さ

れ
ま
し
た
直
前
の
最
後
の
３
年
間
の

も
の
で
す
。
今
、
額
に
納
め
て
大
切

に
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
年
に
、遺
稿
集「
我
が
想
ひ
出
」

が
北
隆
館
か
ら
出
版
と
な
り
ま
し
た
。

早
速
に
買
い
求
め
て
読
み
進
め
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
突
然
驚
く
べ
き
こ

と
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
何
と「
シ

モ
ニ
タ
ネ
ギ
」
で
し
た
。
無
我
夢
中

で
読
み
進
め
ま
し
た
。
内
容
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。「
シ
モ
ニ
タ
ネ

ギ
」。「
上
野
、
甘
楽
郡
、
下
日
多
村

に
作
っ
て
居
る
ネ
ギ
を
、
シ
モ
ニ
タ

ネ
ギ
と
謂
ひ
、
亦
た
、
オ
オ
ネ
ブ
カ

（A
llium

 fistlium
 L.giganetnm

M
akino

）
亦
た
、
オ
オ
ネ
ギ
と
称
す

る
。」
と
あ
り
ま
し
た
。
下
仁
田
ネ
ギ

の
学
名
が
牧
野
富
太
郎
博
士
に
よ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
県
民
は
皆
無
に

近
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

昭
和
堂
菓
子
店
の
「
下
仁
田
ネ
ギ
最

中
」
の
シ
オ
リ
に
書
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
お
店
も
店
終
い
を
し

て
仕
舞
い
残
念
で
す
。

　
思
い
出
は
、
牧
野
富
太
郎
先
生
の

貴
重
な
手
紙
と
、
最
後
の
３
年
間
の

年
賀
状
で
す
。
県
内
に
牧
野
先
生
の

ご
指
導
と
、
こ
の
年
賀
状
を
頂
い
て

い
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
わ
が

町
の
名
産
下
仁
田
ネ
ギ
の
命
名
者
で

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ

こ
の
稿
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
　

思
い
出
は
　
多
き
が
持
た
ぬ
　
宝
な
り

　
年
賀
状
に
　
冥
福
祈
る

あ
り
難
き
　
教
え
や
今
も
　
胸
の
中

　
思
い
も
よ
ら
ぬ
　
博
士
の
手
紙

名
産
の
　
下
仁
田
ネ
ギ
と
　
名
付
け
し
は

　
ら
ん
ま
ん
の
主
　
牧
野
博
士
ぞ

味
の
よ
き
　
天
下
に
誇
る
　
下
仁
田
の

　
ネ
ギ
命
名
は
　
牧
野
富
太
郎

残
念
な
　
こ
と
と
思
え
ば
　
直
接

　
面
談
出
来
ぬ
　
こ
と
の
寂
し
さ

職
を
引
く
　
ね
ぎ
ら
い
と
し
て
　
四
国
路
へ

　
妻
と
二
人
で
　
慰
安
の
旅
に

妙
義
山
　
共
に
指
定
の
　
寒
霞
渓

　
淡
路
の
旅
も
　
満
喫
し
て

四
国
路
へ
　
旅
の
思
い
出
　
牧
野
館

　
み
や
げ
に
梅
花
ウ
ツ
ギ
戴
く
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曜
日
は
9
時
〜
16
時
）

●
利
用
地
域
の
範
囲
　

甘
楽
郡
、富
岡
市

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
教
育
委

員
会
　
学
校
教
育
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

　
一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦

福
祉
協
議
会（
群
馬
母
子
会
）は
、
群

馬
県
内
在
住
の
母
子
・
父
子
家
庭
の

児
童
を
対
象
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

児
童
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
力
の
向

上
や
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
無
料

の
学
習
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生

通
常
コ
ー
ス
　
　
　
10
名
程
度

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス 

5
名
以
内

●
実
施
期
間
　
令
和
5
年
6
月
17
日

（
土
）〜
令
和
6
年
2
月
17
日（
土
）

●
時
間
　
土
曜
日
（
月
2
回
程
度
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
実
施
場
所
　

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
大
手
町
1
―
13
―
12
）

●
参
加
費
　
無
料
。た
だ
し
教
材
を

使
用
す
る
場
合
は
、
実
費
負
担
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
科
目
　
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会
・

英
語

え
、
下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合

は
、
封
書
表
書
き
に
「
採
用
試
験
応

募
書
類
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
）

○
臨
時
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
パ
ー
ト
）

●
業
務
・
人
数
　
清
掃
（
１
名
）

●
勤
務
条
件
　
下
仁
田
南
牧
医
療

事
務
組
合
規
定
に
よ
る

●
応
募
資
格
　
年
齢
　
18
歳
以
上

学
歴
　
不
問

●
採
用
試
験
　
書
類
審
査
・
面
接

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
記
載
の
う

え
、
下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合

は
、
封
書
表
書
き
に
「
採
用
試
験
応

募
書
類
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
総
務
課

☎
82
―
３
５
５
５

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

28
日（
水
）[

受
信
有
効]

ま
で
に
、
原

則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

【https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp

/juken.htm
l

】
に
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　

９
月
３
日（
日
）

第
２
次
試
験
日
　
10
月
11
日（
水
）〜

10
月
20
日（
金
）の
い
ず
れ
か
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1

内
線
2
3
3
3

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
　

☎
0
4
8
―
6
0
0
―
3
2
9
0

内
線
2
0
9
7

　
令
和
５
年
度
労
働
保
健
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新

期
間
は
、
６
月
１
日
（
木
）
〜
７
月

10
日
（
月
）
で
す
。

最
寄
り
の
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督

署
・
金
融
機
関
で
申
告
・
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方
及
び

申
告
・
納
付
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き

事
に
対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
」
な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
心
配
ご
と
相
談

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

６
月
６
日
・
７
月
４
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
　

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」と
し
て
勤
務
す
る
税
務

職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま

す
。

●
受
験
資
格

①
令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
６

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等

教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
申
込
方
法
等

６
月
19
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
６
月

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
６
月
7

日
（
水
）、14
日
（
水
）、23
日
（
金
）、

28
日
（
水
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師

が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
正
職
員

及
び
臨
時
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
パ
ー
ト
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

○
正
職
員

●
業
務
・
人
数
　
看
護
師
・
准
看

護
師
・
介
護
福
祉
士
・
介
護
助
手
（
若

干
名
）

●
勤
務
条
件
　
下
仁
田
南
牧
医
療

事
務
組
合
規
定
に
よ
る

●
応
募
資
格
　

年
齢
　
18
歳
以
上
60
歳
以
下

学
歴
　
高
等
学
校
卒
業
以
上

●
採
用
試
験
　
書
類
審
査
・
面
接
・

作
文

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
記
載
の
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
　

☎
0
2
7
―
2
1
1
―
4
4
6
6

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

　
教
育
上
適
切
な
教
科
書
の
採
択
と

公
正
な
教
科
書
の
採
択
に
役
立
て
る

た
め
、
学
校
教
育
関
係
者
及
び
一
般

県
民
を
対
象
に
教
科
書
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
主
催
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

●
展
示
教
科
書

令
和
６
年
度
使
用
小
学
校
（
特
別
支

援
学
校
小
学
部
を
含
む
）
用
の
展
示

教
科
書

令
和
６
年
度
使
用
中
学
校
（
特
別
支

援
学
校
中
学
部
を
含
む
）
用
の
展
示

教
科
書

●
展
示
会
場
　
富
岡
市
立
図
書
館

富
岡
市
七
日
市
4
0
0
―
1

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
7
3
7

●
展
示
期
間
　
6
月
14
日
（
水
）
〜

7
月
1
日(

土)

日
、月
曜
日
を
除
く
10
時
〜
17
時（
土

ま
し
て
は
、
年
度
更
新
申
告
書
に
同

封
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
労
働
保
健
の
お
手
続
き
に
「
電
子

申
請
」
を
是
非
ご
参
照
く
だ
さ
い
！

（
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
24
時
間
い
つ

で
も
申
告
・
納
付
が
可
能
で
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
・

労
働
基
準
監
督
署

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭

和
24
年
６
月
１
日
）を
記
念
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通
常

ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支

局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
１
日（
木
）　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
公
民
館
　
３
階

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一斉
特
設
人
権
相
談

令
和
６
年
度
使
用
教
科
書

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

行
政
相
談

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
学
習

支
援（
前
橋
教
室
）参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

労
働
保
健
の
お
知
ら
せ

火
災
案
内
の
電
話
番
号
変
更
に

つ
い
て

税
務
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

●
募
集
締
め
切
り
　
5
月
26
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦
福

祉
協
議
会

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

℻
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
5
2

　
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
火
災
案
内
の
電
話
番
号
が
変
更
に

な
り
ま
す
。火
災
案
内
と
は
消
防
車

等
が
出
動
し
た
と
き
、
電
話
で
火
災

発
生
地
区
と
火
災
内
容
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
機
能
で
す
。

５
月
22
日
か
ら
０
１
８
０
―
99
―
２

２
２
８
（
旧
番
号
）
と
０
５
０
―
５

５
２
６
―
９
３
０
６（
新
番
号
）の
並

行
運
用
が
始
ま
っ
て
お
り
７
月
１
日

か
ら
新
番
号
に
完
全
移
行
し
ま
す
。 

●
並
行
運
用
期
間
　
令
和
５
年
５

月
22
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

●
完
全
移
行
期
日
　

令
和
５
年
７
月 

１
日
か
ら

●
利
用
料
金
　
通
話
料
金
は
電
話

会
社
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
　
警
防
課
警
防
係
　

☎
62
―
4
3
3
3（
直
通
）

人事院
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曜
日
は
9
時
〜
16
時
）

●
利
用
地
域
の
範
囲
　

甘
楽
郡
、富
岡
市

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
教
育
委

員
会
　
学
校
教
育
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

　
一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦

福
祉
協
議
会（
群
馬
母
子
会
）は
、
群

馬
県
内
在
住
の
母
子
・
父
子
家
庭
の

児
童
を
対
象
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

児
童
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
力
の
向

上
や
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
無
料

の
学
習
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生

通
常
コ
ー
ス
　
　
　
10
名
程
度

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス 

5
名
以
内

●
実
施
期
間
　
令
和
5
年
6
月
17
日

（
土
）〜
令
和
6
年
2
月
17
日（
土
）

●
時
間
　
土
曜
日
（
月
2
回
程
度
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
実
施
場
所
　

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
大
手
町
1
―
13
―
12
）

●
参
加
費
　
無
料
。た
だ
し
教
材
を

使
用
す
る
場
合
は
、
実
費
負
担
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
科
目
　
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会
・

英
語

え
、
下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合

は
、
封
書
表
書
き
に
「
採
用
試
験
応

募
書
類
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
）

○
臨
時
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
パ
ー
ト
）

●
業
務
・
人
数
　
清
掃
（
１
名
）

●
勤
務
条
件
　
下
仁
田
南
牧
医
療

事
務
組
合
規
定
に
よ
る

●
応
募
資
格
　
年
齢
　
18
歳
以
上

学
歴
　
不
問

●
採
用
試
験
　
書
類
審
査
・
面
接

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
記
載
の
う

え
、
下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合

は
、
封
書
表
書
き
に
「
採
用
試
験
応

募
書
類
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
総
務
課

☎
82
―
３
５
５
５

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
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■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

28
日（
水
）[

受
信
有
効]

ま
で
に
、
原

則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

【https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp

/juken.htm
l

】
に
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　

９
月
３
日（
日
）

第
２
次
試
験
日
　
10
月
11
日（
水
）〜

10
月
20
日（
金
）の
い
ず
れ
か
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
―
3
5
8
1
―
5
3
1
1

内
線
2
3
3
3

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
　

☎
0
4
8
―
6
0
0
―
3
2
9
0

内
線
2
0
9
7

　
令
和
５
年
度
労
働
保
健
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新

期
間
は
、
６
月
１
日
（
木
）
〜
７
月

10
日
（
月
）
で
す
。

最
寄
り
の
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督

署
・
金
融
機
関
で
申
告
・
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方
及
び

申
告
・
納
付
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き

事
に
対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
」
な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
心
配
ご
と
相
談

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

６
月
６
日
・
７
月
４
日
　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
　

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」と
し
て
勤
務
す
る
税
務

職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま

す
。

●
受
験
資
格

①
令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
６

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等

教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
申
込
方
法
等

６
月
19
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
６
月

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
６
月
7

日
（
水
）、14
日
（
水
）、23
日
（
金
）、

28
日
（
水
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師

が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
正
職
員

及
び
臨
時
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
パ
ー
ト
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

○
正
職
員

●
業
務
・
人
数
　
看
護
師
・
准
看

護
師
・
介
護
福
祉
士
・
介
護
助
手
（
若

干
名
）

●
勤
務
条
件
　
下
仁
田
南
牧
医
療

事
務
組
合
規
定
に
よ
る

●
応
募
資
格
　

年
齢
　
18
歳
以
上
60
歳
以
下

学
歴
　
高
等
学
校
卒
業
以
上

●
採
用
試
験
　
書
類
審
査
・
面
接
・

作
文

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
記
載
の
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
　

☎
0
2
7
―
2
1
1
―
4
4
6
6

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

　
教
育
上
適
切
な
教
科
書
の
採
択
と

公
正
な
教
科
書
の
採
択
に
役
立
て
る

た
め
、
学
校
教
育
関
係
者
及
び
一
般

県
民
を
対
象
に
教
科
書
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
主
催
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

●
展
示
教
科
書

令
和
６
年
度
使
用
小
学
校
（
特
別
支

援
学
校
小
学
部
を
含
む
）
用
の
展
示

教
科
書

令
和
６
年
度
使
用
中
学
校
（
特
別
支

援
学
校
中
学
部
を
含
む
）
用
の
展
示

教
科
書

●
展
示
会
場
　
富
岡
市
立
図
書
館

富
岡
市
七
日
市
4
0
0
―
1

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
7
3
7

●
展
示
期
間
　
6
月
14
日
（
水
）
〜

7
月
1
日(

土)

日
、月
曜
日
を
除
く
10
時
〜
17
時（
土

ま
し
て
は
、
年
度
更
新
申
告
書
に
同

封
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
労
働
保
健
の
お
手
続
き
に
「
電
子

申
請
」
を
是
非
ご
参
照
く
だ
さ
い
！

（
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
24
時
間
い
つ

で
も
申
告
・
納
付
が
可
能
で
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
・

労
働
基
準
監
督
署

　
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭

和
24
年
６
月
１
日
）を
記
念
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内

や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。料
金
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通
常

ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各
支

局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
１
日（
木
）　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
公
民
館
　
３
階

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員
募
集
の

お
知
ら
せ

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一斉
特
設
人
権
相
談

令
和
６
年
度
使
用
教
科
書

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

行
政
相
談

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
学
習

支
援（
前
橋
教
室
）参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

労
働
保
健
の
お
知
ら
せ

火
災
案
内
の
電
話
番
号
変
更
に

つ
い
て

税
務
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

●
募
集
締
め
切
り
　
5
月
26
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦
福

祉
協
議
会

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

℻
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
5
2

　
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
火
災
案
内
の
電
話
番
号
が
変
更
に

な
り
ま
す
。火
災
案
内
と
は
消
防
車

等
が
出
動
し
た
と
き
、
電
話
で
火
災

発
生
地
区
と
火
災
内
容
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
機
能
で
す
。

５
月
22
日
か
ら
０
１
８
０
―
99
―
２

２
２
８
（
旧
番
号
）
と
０
５
０
―
５

５
２
６
―
９
３
０
６（
新
番
号
）の
並

行
運
用
が
始
ま
っ
て
お
り
７
月
１
日

か
ら
新
番
号
に
完
全
移
行
し
ま
す
。 

●
並
行
運
用
期
間
　
令
和
５
年
５

月
22
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

●
完
全
移
行
期
日
　

令
和
５
年
７
月 

１
日
か
ら

●
利
用
料
金
　
通
話
料
金
は
電
話

会
社
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
　
警
防
課
警
防
係
　

☎
62
―
4
3
3
3（
直
通
）

人事院
採用情報NAVI
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■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

の
内
容
と
し
て
は
①
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
前
セ
ミ
ナ
ー
２
回
開
催
②

職
場
見
学
会
に
参
加
③
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
④
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
後
セ
ミ
ナ
ー
１
回
開
催
で

す
。セ
ミ
ナ
ー
会
場
は
県
内
４
会
場

（
前
橋
・
太
田
・
富
岡
・
沼
田
）
と

し
て
い
ま
す
が
、
県
内
在
住
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
。ま
た
、
す
べ
て
に
参
加
で
き
な

く
て
も
出
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け

の
参
加
も
可
能
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
は
、
未
就
学
児
の
託
児
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
（
職
場
見
学
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

就
職
を
希
望
す
る
女
性
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。お
申
込

み
・
内
容
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照（https://w

w
w
.gunm

aken
joseiouen.com

）

事
務
局
女
性
応
援
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
0
―
5
4
7
0
―
3
7
7
1

メ
ー
ル
で
の
お
問
合
せ
はinfo@

gu
nm
akenjoseiouen.com

ま
で
。

●
受
付
期
間

　
令
和
５
年
６
月
１
日
（
木
）
か
ら

令
和
５
年
７
月
20
日
（
木
）
ま
で
。た

だ
し
、
６
月
１
日
以
降
に
取
得
し
た

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
63
―
２
４

２
４
）

　
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
地
域
の

振
興
お
よ
び
活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
強
化
を
図
る
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
令
和
5
年
度
中

に
取
り
組
む
活
動
経
費
に
対
し
て

補
助
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

①
市
町
村
、商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

観
光
協
会
・
N
P
O
法
人
な
ど
の

団
体

②
住
民
団
体
（
規
約
や
会
計
が
整
備

さ
れ
て
い
る
団
体
）

●
対
象
事
業

①
地
域
の
振
興
及
び
活
性
化
、
地
域

の
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業
で
、
本

補
助
を
活
用
す
る
こ
と
で
効
果
が

見
込
ま
れ
る
事
業

②
山
村
地
城
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
、
山
村
振
興
及
び
活
性

化
が
見
込
ま
れ
る
事
業

③
地
域
の
伝
統
的
文
化
の
継
承
・

発
展
に
資
す
る
事
業

④
広
域
的
な
防
犯
・
防
災
に
資
す

る
事
業

⑤
地
域
の
観
光
振
興
に
資
す
る
事

業⑥
世
界
遺
産
及
び
ぐ
ん
ま
絹
遺
産

の
活
用
に
資
す
る
事
業

し
た
場
合
は
、
令
和
５
年
７
月
31
日

（
月
）ま
で
受
付
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
の
申
請

手
続
き
は
交
通
安
全
協
会
が
代
行

し
ま
す
の
で
、免
許
証
、印
章
、証
明

書
代
６
７
０
円
を
持
参
し
て
富
岡
安

協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番
（
火
曜
日

の
み
）
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。ま

た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に
証
明
書

を
取
っ
た
方
は
、
令
和
５
年
７
月
31

日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章
…
５
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反

②
銀
章
…
10
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反

③
金
章
…
15
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反

④
金
冠
銀
章
…
20
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反

⑤
金
冠
金
章
…
30
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章
…
40
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反

●
表
彰
式

　
令
和
５
年
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交
通
安
全
協

会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番（
火
曜
日
）

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会
へ
お
問
い

　
危
険
物
安
全
週
間
が
６
月
４
日

（
日
）か
ら
10
日（
土
）ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
存

在
で
す
。危
険
物
を
取
り
扱
う
各
事

業
所
に
お
け
る
自
主
的
な
安
全
確
保

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
危
険
物
の
保
安
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
危
険
物
を
安
全
に
取

り
扱
う
こ
と
の
重
要
性
を
家
族
や
地

域
を
交
え
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。ま

た
危
険
物
を
新
た
に
取
り
扱
う
場
合

や
取
り
扱
い
方
法
が
変
わ
る
と
消
防

署
へ
の
届
出
や
許
可
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
令
和
５
年
度
「
危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語
」《
意
志
つ
な
ぐ
連
携
プ

レ
ー
で
事
故
防
ぐ
》

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
予
防
課
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6

　
就
職
を
希
望
す
る
女
性
の
た
め

の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
県
と
連

携
し
て
実
施
し
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ
（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー

ル
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）
は

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、
分
別

し
て
10
㎏
以
内
に
紐
で
し
ば
り
、
ラ

ベ
ル
を
付
け
て
出
し
て
下
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
を
取

り
、
中
を
軽
く
水
洗
い
す
る
。ラ
ベ

ル
や
テ
ー
プ
を
は
が
し
て
出
し
て

下
さ
い
。

・
ビ
ン
は
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、
中
を

軽
く
水
洗
い
す
る
。ラ
ベ
ル
は
は
が

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
毒
物
等
の

ビ
ン
か
区
別
す
る
た
め
）

●
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
（
持
ち
込
み
）

は
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
土
日
祝
日
は
ゴ
ミ
の
直
接
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は
で

き
る
限
り
、
買
い
替
え
時
に
販
売
店

等
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64
|
８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82
|
３
１
７
９

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
な
ど
人
目

指
定
ゴ
ミ
袋
（
燃
え
る
ゴ
ミ
袋
）
に

入
れ
て
地
域
の
集
積
場
に
出
す
か
、

焼
却
場
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　
近
年
、
耕
作
放
棄
さ
れ
雑
草
が

茂
っ
た
農
地
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。雑
草
の
繁
茂
は
害
虫
の
発
生

や
有
害
鳥
獣
の
進
入
の
原
因
に
も

な
り
、
周
囲
の
人
々
や
農
地
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
（
管
理
）
さ
れ
る
方

は
、
除
草
や
耕
運
を
心
掛
け
、
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
に
つ

い
て

　
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
所
有

（
管
理
）
者
自
身
で
土
地
を
管
理
で

き
な
い
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
や
民
間
事
業
者
を
利
用
（
有

料
）す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
下
仁

田
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

☎
82
|
5
4
9
1

・
地
域
支
援yaoyorozu

（
や
お
よ

ろ
ず
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
）

☎
64
|
9
6
5
7

農
業
委
員
会（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64
|
8
8
0
6

に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ご
み
の
投

棄
を
繰
り
返
す
、
悪
質
な
不
法
投
棄

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
土
地
に
、
大
量
の
ご
み
を

捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に

見
回
り
を
行
い
、
し
っ
か
り
管
理
し

ま
し
ょ
う
。不
法
投
棄
の
行
為
者
が

撤
去
す
る
資
力
が
無
い
場
合
や
、
所

在
が
不
明
の
場
合
に
は
、
土
地
の
所

有
者
が
自
分
で
片
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。不
法
投
棄
を
見
か
け

た
ら
、
早
期
発
見
・
早
期
撤
去
の
た

め
、通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・
問

い
合
わ
せ

　
保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）　
☎
82
|
5
4
9
0

ま
た
は
、
県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

（
0
1
2
0
|
81
|
5
3
2
4
（
ハ

イ
ゴ
ミ
通
報
））

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

（
0
2
7
|
3
2
3
|
5
5
3
0
）

　
庭
木
の
剪
定
枝
を
河
川
や
山
林

等
に
投
棄
す
る
こ
と
や
畑
等
で
焼

却
す
る
こ
と
は
違
法
行
為
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
が
所
有
す
る
畑
や
山

林
に
投
棄
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場
所

に
第
三
者
が
不
法
投
棄
を
す
る
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
剪
定
枝
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
に

⑦
地
域
の
人
口
減
少
・
過
疎
化
対

策
に
資
す
る
事
業

⑧
そ
の
他
、
本
補
助
の
活
用
が
効
果

的
で
あ
る
と
特
に
認
め
る
事
業

●
補
助
率

　
対
象
経
費
の
原
則
1
/
2
以
内

※
そ
の
他
条
件
・
手
続
き
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　
総
務
振

興
係
　
☎
62
―
9
5
2
5

　
収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
時
間
を
過
ぎ
る
と
収
集
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
ご
み
収
集
後
の
ゴ
ミ
出

し
、
収
集
日
以
外
の
日
の
ゴ
ミ
出
し

な
ど
の
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。ル
ー
ル
を
守
り
き
ち
ん
と
分
別

し
て
ゴ
ミ
を
出
し
て
下
さ
い
。

●
地
域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
、
周
囲
の
環
境
美
化

に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資

源
物
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日
が
祝
日
で
も
、
収
集
は
行

い
ま
す
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・

資
源
ゴ
ミ
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
）
は
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す
。

不
法
投
棄
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

庭
木
の
剪
定
枝
は
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
５
年
秋
の
優
良

自
動
車
運
転
者
表
彰
申
請

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
活
動
を

支
援
し
ま
す

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

就
職
を
希
望
す
る
女
性
の

た
め
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
職
場
見
学・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ・

セ
ミ
ナ
ー
】参
加
者
募
集

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
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の
内
容
と
し
て
は
①
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
前
セ
ミ
ナ
ー
２
回
開
催
②

職
場
見
学
会
に
参
加
③
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
④
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
後
セ
ミ
ナ
ー
１
回
開
催
で

す
。セ
ミ
ナ
ー
会
場
は
県
内
４
会
場

（
前
橋
・
太
田
・
富
岡
・
沼
田
）
と

し
て
い
ま
す
が
、
県
内
在
住
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
。ま
た
、
す
べ
て
に
参
加
で
き
な

く
て
も
出
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け

の
参
加
も
可
能
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
は
、
未
就
学
児
の
託
児
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
（
職
場
見
学
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

就
職
を
希
望
す
る
女
性
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。お
申
込

み
・
内
容
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照（https://w

w
w
.gunm

aken
joseiouen.com

）

事
務
局
女
性
応
援
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
0
―
5
4
7
0
―
3
7
7
1

メ
ー
ル
で
の
お
問
合
せ
はinfo@

gu
nm
akenjoseiouen.com

ま
で
。

●
受
付
期
間

　
令
和
５
年
６
月
１
日
（
木
）
か
ら

令
和
５
年
７
月
20
日
（
木
）
ま
で
。た

だ
し
、
６
月
１
日
以
降
に
取
得
し
た

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
持
参

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
63
―
２
４

２
４
）

　
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
地
域
の

振
興
お
よ
び
活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
強
化
を
図
る
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
令
和
5
年
度
中

に
取
り
組
む
活
動
経
費
に
対
し
て

補
助
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

①
市
町
村
、商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

観
光
協
会
・
N
P
O
法
人
な
ど
の

団
体

②
住
民
団
体
（
規
約
や
会
計
が
整
備

さ
れ
て
い
る
団
体
）

●
対
象
事
業

①
地
域
の
振
興
及
び
活
性
化
、
地
域

の
課
題
解
決
に
資
す
る
事
業
で
、
本

補
助
を
活
用
す
る
こ
と
で
効
果
が

見
込
ま
れ
る
事
業

②
山
村
地
城
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
、
山
村
振
興
及
び
活
性

化
が
見
込
ま
れ
る
事
業

③
地
域
の
伝
統
的
文
化
の
継
承
・

発
展
に
資
す
る
事
業

④
広
域
的
な
防
犯
・
防
災
に
資
す

る
事
業

⑤
地
域
の
観
光
振
興
に
資
す
る
事

業⑥
世
界
遺
産
及
び
ぐ
ん
ま
絹
遺
産

の
活
用
に
資
す
る
事
業

し
た
場
合
は
、
令
和
５
年
７
月
31
日

（
月
）ま
で
受
付
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
の
申
請

手
続
き
は
交
通
安
全
協
会
が
代
行

し
ま
す
の
で
、免
許
証
、印
章
、証
明

書
代
６
７
０
円
を
持
参
し
て
富
岡
安

協
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番
（
火
曜
日

の
み
）
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。ま

た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に
証
明
書

を
取
っ
た
方
は
、
令
和
５
年
７
月
31

日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類

①
銅
章
…
５
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反

②
銀
章
…
10
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反

③
金
章
…
15
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反

④
金
冠
銀
章
…
20
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反

⑤
金
冠
金
章
…
30
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反

⑥
旭
日
金
冠
章
…
40
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反

●
表
彰
式

　
令
和
５
年
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　
申
請
用
紙
は
、
富
岡
交
通
安
全
協

会
ま
た
は
、
下
仁
田
交
番（
火
曜
日
）

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
、
富
岡
交
通
安
全
協
会
へ
お
問
い

　
危
険
物
安
全
週
間
が
６
月
４
日

（
日
）か
ら
10
日（
土
）ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
存

在
で
す
。危
険
物
を
取
り
扱
う
各
事

業
所
に
お
け
る
自
主
的
な
安
全
確
保

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
危
険
物
の
保
安
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
危
険
物
を
安
全
に
取

り
扱
う
こ
と
の
重
要
性
を
家
族
や
地

域
を
交
え
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。ま

た
危
険
物
を
新
た
に
取
り
扱
う
場
合

や
取
り
扱
い
方
法
が
変
わ
る
と
消
防

署
へ
の
届
出
や
許
可
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
令
和
５
年
度
「
危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語
」《
意
志
つ
な
ぐ
連
携
プ

レ
ー
で
事
故
防
ぐ
》

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
予
防
課
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6

　
就
職
を
希
望
す
る
女
性
の
た
め

の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
県
と
連

携
し
て
実
施
し
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ
（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー

ル
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）
は

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、
分
別

し
て
10
㎏
以
内
に
紐
で
し
ば
り
、
ラ

ベ
ル
を
付
け
て
出
し
て
下
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
を
取

り
、
中
を
軽
く
水
洗
い
す
る
。ラ
ベ

ル
や
テ
ー
プ
を
は
が
し
て
出
し
て

下
さ
い
。

・
ビ
ン
は
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、
中
を

軽
く
水
洗
い
す
る
。ラ
ベ
ル
は
は
が

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
毒
物
等
の

ビ
ン
か
区
別
す
る
た
め
）

●
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
（
持
ち
込
み
）

は
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
土
日
祝
日
は
ゴ
ミ
の
直
接
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は
で

き
る
限
り
、
買
い
替
え
時
に
販
売
店

等
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64
|
８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82
|
３
１
７
９

　
夜
間
や
早
朝
、
山
間
部
な
ど
人
目

指
定
ゴ
ミ
袋
（
燃
え
る
ゴ
ミ
袋
）
に

入
れ
て
地
域
の
集
積
場
に
出
す
か
、

焼
却
場
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　
近
年
、
耕
作
放
棄
さ
れ
雑
草
が

茂
っ
た
農
地
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。雑
草
の
繁
茂
は
害
虫
の
発
生

や
有
害
鳥
獣
の
進
入
の
原
因
に
も

な
り
、
周
囲
の
人
々
や
農
地
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
（
管
理
）
さ
れ
る
方

は
、
除
草
や
耕
運
を
心
掛
け
、
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
に
つ

い
て

　
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
所
有

（
管
理
）
者
自
身
で
土
地
を
管
理
で

き
な
い
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
や
民
間
事
業
者
を
利
用
（
有

料
）す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
下
仁

田
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

☎
82
|
5
4
9
1

・
地
域
支
援yaoyorozu

（
や
お
よ

ろ
ず
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
）

☎
64
|
9
6
5
7

農
業
委
員
会（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64
|
8
8
0
6

に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ご
み
の
投

棄
を
繰
り
返
す
、
悪
質
な
不
法
投
棄

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
土
地
に
、
大
量
の
ご
み
を

捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に

見
回
り
を
行
い
、
し
っ
か
り
管
理
し

ま
し
ょ
う
。不
法
投
棄
の
行
為
者
が

撤
去
す
る
資
力
が
無
い
場
合
や
、
所

在
が
不
明
の
場
合
に
は
、
土
地
の
所

有
者
が
自
分
で
片
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。不
法
投
棄
を
見
か
け

た
ら
、
早
期
発
見
・
早
期
撤
去
の
た

め
、通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
・
問

い
合
わ
せ

　
保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）　
☎
82
|
5
4
9
0

ま
た
は
、
県
産
業
廃
棄
物
1
1
0
番

（
0
1
2
0
|
81
|
5
3
2
4
（
ハ

イ
ゴ
ミ
通
報
））

西
部
環
境
森
林
事
務
所
廃
棄
物
係

（
0
2
7
|
3
2
3
|
5
5
3
0
）

　
庭
木
の
剪
定
枝
を
河
川
や
山
林

等
に
投
棄
す
る
こ
と
や
畑
等
で
焼

却
す
る
こ
と
は
違
法
行
為
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
が
所
有
す
る
畑
や
山

林
に
投
棄
す
る
こ
と
で
、
そ
の
場
所

に
第
三
者
が
不
法
投
棄
を
す
る
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
剪
定
枝
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
に

⑦
地
域
の
人
口
減
少
・
過
疎
化
対

策
に
資
す
る
事
業

⑧
そ
の
他
、
本
補
助
の
活
用
が
効
果

的
で
あ
る
と
特
に
認
め
る
事
業

●
補
助
率

　
対
象
経
費
の
原
則
1
/
2
以
内

※
そ
の
他
条
件
・
手
続
き
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　
総
務
振

興
係
　
☎
62
―
9
5
2
5

　
収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
時
間
を
過
ぎ
る
と
収
集
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
ご
み
収
集
後
の
ゴ
ミ
出

し
、
収
集
日
以
外
の
日
の
ゴ
ミ
出
し

な
ど
の
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。ル
ー
ル
を
守
り
き
ち
ん
と
分
別

し
て
ゴ
ミ
を
出
し
て
下
さ
い
。

●
地
域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
、
周
囲
の
環
境
美
化

に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資

源
物
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日
が
祝
日
で
も
、
収
集
は
行

い
ま
す
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・

資
源
ゴ
ミ
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
）
は
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
は
廃
棄
物
適
正
処
理

推
進
強
化
月
間
で
す
。

不
法
投
棄
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

庭
木
の
剪
定
枝
は
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
５
年
秋
の
優
良

自
動
車
運
転
者
表
彰
申
請

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
活
動
を

支
援
し
ま
す

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

就
職
を
希
望
す
る
女
性
の

た
め
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
職
場
見
学・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ・

セ
ミ
ナ
ー
】参
加
者
募
集

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て



員
　
当
日
、
途
中
か
ら
の
参
加
も
受

け
付
け
ま
す
。

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
　

体
協
テ
ニ
ス
部
長
　

阪
本
　
☎
82
―
2
9
2
5
　

斉
藤
　
☎
82
―
3
1
9
3

※
夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局
と

連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日
は
当

番
薬
局
へ
、
平
日
は
「
か
か
り
つ
け

薬
局
」へ
お
願
い
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

　
毎
年
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
水
道
水
　
安

心
・
安
全
　
こ
れ
か
ら
も
」
で
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
安
心
・

安
全
に
使
用
で
き
、
暮
ら
し
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
水
道
に
つ
い

て
、
町
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る

た
め
、広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

建
設
水
道
課
　
水
道
係
　

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
8

（
直
通
）

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程

で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
方
、

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
６
月
か
ら
10
月
ま
で
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
翌
日
金
曜

日●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

テ
ニ
ス
の
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト

持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

第
６５
回
水
道
週
間

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

6
月1125

7
月9

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

下
仁
田
調
剤
薬
局

23
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関
東
で
も
有
数
の
株
数
を
誇
る
、下

仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
し
ま
す
。

　
２
万
株
の
あ
じ
さ
い
の
見
ご
ろ
を
迎

え
ま
す
。園
内
の
散
策
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。ご
来
園
お
待
ち
し
て
ま
す
。

●
主
催
　
紫
陽
花
を
育
て
る
会

●
開
園
日
時

令
和
５
年
６
月
５
日（
月
）〜
７
月
２

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
協
力
金
　
大
人
　
３
０
０
円

小
学
生
　
１
０
０
円

小
学
生
未
満
　
無
料

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
！

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
！

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67―

７
５
０
０

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、職
員
用
と

し
て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物

を
売
却
い
た
し
ま
す
。

●
購
入
申
込
方
法

◯
申
込
期
間

令
和
５
年
６
月
１
日（
木
）〜

令
和
５
年
６
月
30（
金
）ま
で

◯
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院  

事
務
部  

総
務
課

※
申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、抽

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
必
要
書
類・申
込
条
件

下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す
〜 

前
回
公
募
価
格
か
ら
さ
ら
に
値
下
げ
し
ま
し
た 

〜 

　

載
売
却
実
施
要
領
に
よ
る
。

●
注
意
事
項
　
土
地
及
び
建
物
は
現

状
の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。所
有

権
移
転
登
記
等
に
係
る
費
用
は
別
途

購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
土
地
・
建
物
の
売
却
に
関

す
る
詳
細
は
下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-
hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院  

☎
82―

３
５
５
５

売却金額1,000,000円

土地

所在地

地目

面積

宅地

263.57㎡
(約79.7坪)

大字大桑原
206-10

建物

構造

延床

築年

木造平屋

61.28㎡
(約18.5坪)

昭和57年

『みんなで挑戦！「しもにた5つのゼロ宣言」』（下仁田町後援）&東海ガス『夏のガス展』共同イベント開催

花苗市花苗市

●問い合わせ　東海ガス（株）下仁田支店
　　　　　　　☎0274-64-9400

地震体験車地震体験車

●開催日時　2023年6月16日（金）～17日（土）　各日午前10時～午後4時
●メイン会場　東海ガス株下仁田支店（下仁田町下仁田479-3）
●お楽しみ企画　
＜１＞みんなで挑戦！「しもにた5つのゼロ宣言」
【防災のススメその1】…食品ロス「ゼロ」
■『試食用非常食（下仁田町様ご提供）&
　 防災ハンドブックプレゼント』
※非常食は、賞味期限前の災害用備蓄食品の配布となりますので、試食用
　としてご活用下さい。
※数量に限りがあります。
※配布前に災害等が発生した場合、非常食は配布されないことがあります。
【防災のススメその2】…自然災害による死者「ゼロ」
■『地震体験車がやってくる！』
〈地震体験スケジュール〉6/17（土）12：30～14：30
※緊急時等には予告なくスケジュール変更される場合がございます。
【身近な緑化のススメ】…温室効果ガス排出｢ゼロ」
■『花のたかはし様厳選｢花苗市」』
植物は温室効果ガスであるCO2を吸収してくれます。
温暖化対策の第一歩！家庭で｢緑」を育てましょう。
＜２＞ガス展企画
トイレットペーパー詰め放題〈参加無料！〉
「詰め放題専用袋」をご用意します。どれだけ詰めるかチャレンジ！！

下仁田納豆からあじさい園を見上げよう！
Smileマルシェ開催
　昨年、大好評だった『Smileマルシェ』が今年も開催
されます。
　こだわりの食の販売から体験、花の販売、抽選会な
ど、多彩な内容で開催されます。
●日時　６月18日（日）午前９時～午後３時
●会場　下仁田納豆南田本店（馬山）
●特記　会場隣接地（西側・北側）などに駐車場が準
備されます。
●問い合わせ
　☎82―6166

21 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 20広
報しもにた
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当
日
、
途
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ら
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加
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け
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け
ま
す
。
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長
　

阪
本
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※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局
と

連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日
は
当

番
薬
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へ
、
平
日
は
「
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毎
年
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
水
道
水
　
安

心
・
安
全
　
こ
れ
か
ら
も
」
で
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
安
心
・

安
全
に
使
用
で
き
、
暮
ら
し
に
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
水
道
に
つ
い

て
、
町
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る

た
め
、広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

建
設
水
道
課
　
水
道
係
　

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
8

（
直
通
）

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
日
程

で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
方
、

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
大
歓
迎

●
日
程
　
６
月
か
ら
10
月
ま
で
（
毎

週
木
曜
日
）
雨
天
の
場
合
翌
日
金
曜

日●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

テ
ニ
ス
の
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト

持
参

●
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

第
６５
回
水
道
週
間

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

（
初
心
者
歓
迎
）

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

6
月1125

7
月9

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

下
仁
田
調
剤
薬
局

23
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関
東
で
も
有
数
の
株
数
を
誇
る
、下

仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
し
ま
す
。

　
２
万
株
の
あ
じ
さ
い
の
見
ご
ろ
を
迎

え
ま
す
。園
内
の
散
策
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。ご
来
園
お
待
ち
し
て
ま
す
。

●
主
催
　
紫
陽
花
を
育
て
る
会

●
開
園
日
時

令
和
５
年
６
月
５
日（
月
）〜
７
月
２

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
協
力
金
　
大
人
　
３
０
０
円

小
学
生
　
１
０
０
円

小
学
生
未
満
　
無
料

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
！

下
仁
田
あ
じ
さ
い
園
が
開
園
！

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
67―

７
５
０
０

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、職
員
用
と

し
て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物

を
売
却
い
た
し
ま
す
。

●
購
入
申
込
方
法

◯
申
込
期
間

令
和
５
年
６
月
１
日（
木
）〜

令
和
５
年
６
月
30（
金
）ま
で

◯
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院  

事
務
部  

総
務
課

※
申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、抽

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
必
要
書
類・申
込
条
件

下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す
〜 

前
回
公
募
価
格
か
ら
さ
ら
に
値
下
げ
し
ま
し
た 

〜 

　

載
売
却
実
施
要
領
に
よ
る
。

●
注
意
事
項
　
土
地
及
び
建
物
は
現

状
の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。所
有

権
移
転
登
記
等
に
係
る
費
用
は
別
途

購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
土
地
・
建
物
の
売
却
に
関

す
る
詳
細
は
下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-
hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院  

☎
82―

３
５
５
５

売却金額1,000,000円

土地

所在地

地目

面積

宅地

263.57㎡
(約79.7坪)

大字大桑原
206-10

建物

構造

延床

築年

木造平屋

61.28㎡
(約18.5坪)

昭和57年

『みんなで挑戦！「しもにた5つのゼロ宣言」』（下仁田町後援）&東海ガス『夏のガス展』共同イベント開催

花苗市花苗市

●問い合わせ　東海ガス（株）下仁田支店
　　　　　　　☎0274-64-9400

地震体験車地震体験車

●開催日時　2023年6月16日（金）～17日（土）　各日午前10時～午後4時
●メイン会場　東海ガス株下仁田支店（下仁田町下仁田479-3）
●お楽しみ企画　
＜１＞みんなで挑戦！「しもにた5つのゼロ宣言」
【防災のススメその1】…食品ロス「ゼロ」
■『試食用非常食（下仁田町様ご提供）&
　 防災ハンドブックプレゼント』
※非常食は、賞味期限前の災害用備蓄食品の配布となりますので、試食用
　としてご活用下さい。
※数量に限りがあります。
※配布前に災害等が発生した場合、非常食は配布されないことがあります。
【防災のススメその2】…自然災害による死者「ゼロ」
■『地震体験車がやってくる！』
〈地震体験スケジュール〉6/17（土）12：30～14：30
※緊急時等には予告なくスケジュール変更される場合がございます。
【身近な緑化のススメ】…温室効果ガス排出｢ゼロ」
■『花のたかはし様厳選｢花苗市」』
植物は温室効果ガスであるCO2を吸収してくれます。
温暖化対策の第一歩！家庭で｢緑」を育てましょう。
＜２＞ガス展企画
トイレットペーパー詰め放題〈参加無料！〉
「詰め放題専用袋」をご用意します。どれだけ詰めるかチャレンジ！！

下仁田納豆からあじさい園を見上げよう！
Smileマルシェ開催
　昨年、大好評だった『Smileマルシェ』が今年も開催
されます。
　こだわりの食の販売から体験、花の販売、抽選会な
ど、多彩な内容で開催されます。
●日時　６月18日（日）午前９時～午後３時
●会場　下仁田納豆南田本店（馬山）
●特記　会場隣接地（西側・北側）などに駐車場が準
備されます。
●問い合わせ
　☎82―6166

21 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 20広
報しもにた



令
和
4
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
４
年
度
の
も
の
で

す
。

　
人
権
と
は「
す
べ
て
の
人
々
が
生
命
と
自
由
を
確
保

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
」あ
る
い
は

「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、生
ま
れ
な
が
ら

に
持
つ
権
利
」で
あ
り
、だ
れ
に
と
って
も
身
近
で
大
切
な

も
の
で
す
。

　
私
も
、そ
し
て
周
り
の
み
ん
な
も
、自
由
に
そ
し
て
幸

せ
に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。だ
れ
か
に
苦
し
め
ら

れ
た
り
、傷
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
い
人
は一
人
も
い
な
い

の
で
す
。

　
そ
こ
で
大
事
な
の
は「
言
葉
」だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
言
葉
は
、日
々
の
生
活
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。「
あ
り
が
と
う
」や「
お
は
よ
う
」、「
い
た
だ
き
ま

す
」な
ど
様
々
な
表
現
が
あ
り
ま
す
。ど
ん
な
言
葉
を

使
う
の
か
は
、私
た
ち
の
自
由
で
す
。し
か
し
、言
葉
の

受
け
取
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。そ
の
人
と
の
人
間

関
係
に
よ
って
も
変
わ
って
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
頑
張
れ
」と
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
と
き
、

私
は「
頑
張
ろ
う
」と
思
い
ま
す
。で
も
、そ
の
人
の
言
葉

の
か
け
方
に
よ
って
は
、マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。適
当
に
言
わ
れ
た
り
、そ
の
人
を
か
ら
か
っ
て

言
って
い
た
り
す
る
と
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

　
ま
た
、身
の
回
り
で「
う
ざ
い
」、「
死
ね
」な
ど
の
言
葉

を
聞
く
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。言
って
い
る
方
は
簡
単

に
言
って
い
ま
す
が
、言
わ
れ
た
人
に
は
、す
ご
く
重
み
の

あ
る
言
葉
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
軽
い
ノ
リ
で
言
って
い
た
と
し
て
も
そ
の一言
で
そ
の
人

の
人
生
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。自
分

が
言
わ
れ
て
も
別
に
な
ん
と
も
思
わ
な
い
か
ら
言
っ
た
と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、言
っ
た
人
と
同

じ
よ
う
に
、相
手
も
軽
く
受
け
止
め
る
と
は
限
ら
な
い
と

私
は
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、一
言
、一
言
の
言
葉
は
、重

み
が
あ
り
、大
切
に
す
る
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、小
学
生
の
と
き
に
実
際
に
こ
ん
な
場
面
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。A
さ
ん
が
B
さ
ん
に
さ
り
げ
な

く
言
っ
た
言
葉
。で
も
B
さ
ん
は
傷
つい
て
い
ま
し
た
。A

さ
ん
は
、な
ん
と
も
な
い
よ
う
に
み
ん
な
と
話
し
、楽
し
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。私
は
、そ
の
場
に
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。も
し
、そ
の
場
で
注
意

を
し
て
、傷
つい
て
い
る
よ
と
教
え
て
あ
げ
れ
ば
A
さ
ん
に

も
B
さ
ん
に
と
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
今
は

思
い
ま
す
。

　
私
は
あ
の
時
、関
係
な
い
と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

ま
し
た
。そ
こ
で一言
で
も
声
を
か
け
て
い
た
ら
、何
か
が

変
わ
って
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
場
の

一
言
、行
動
は
、そ
の
人
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
に
も
な

る
、大
事
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。言
葉
に
は
す
ご

く
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一言
で
そ
の
人
の
人
生
を
よ
く
も
悪
く
も
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
私
は
、い
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
元
気
を
も

ら
っ
た
り
、頑
張
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。日
々
の
生
活
で
毎

日
た
く
さ
ん
の
言
葉
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。で

き
れ
ば
毎
日
元
気
が
出
る
よ
う
な
言
葉
を
も
ら
っ
て
い

き
た
い
で
す
。そ
し
て
、私
自
身
も
い
い
言
葉
を
毎
日
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は「
あ
り
が
と
う
」「
す
ご
い
」「
頑
張
れ
」な
ど
の
言

葉
が
好
き
で
す
。そ
う
いって
も
ら
う
と
、う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
相
手
に
も
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
い
い
言
葉
を
か
け
て
、生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

作文
最優秀賞

言
葉
の
重
み

下
仁
田
中
学
校

　三
年

　
　髙
橋

　由
莉
菜

た
か
は
し

か
な
い

み
お

ふくだ はるせ

ゆ
り
な

作文
最優秀賞

思
い
や
り

下
仁
田
小
学
校

　五
年

　
　金
井

　美
桜

　
わ
た
し
は
毎
朝
、バス
に
乗
り
ま
す
。新
一年
生
が
入
っ

て
、高
校
生
や
お
年
寄
り
が
乗
る
よ
う
に
な
り
、バ
ス
が

せ
ま
く
な
って
し
ま
っ
た
と
き
、中
学
生
は
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。小
学
生
は
み
ん
な
二
人
席
に一人
で
乗
って
い

て
、そ
れ
が
原
因
で
し
た
。だ
れ
か
立
っ
て
い
て
も
、そ
の

人
に
声
を
か
け
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
の
夕
方
四
時
下
校
の
と
き
、バ
ス
は
大

人
数
で
し
た
。バ
ス
に
は
十
四
人
乗
り
ま
し
た
。け
れ
ど

も
、立
っ
て
い
る
人
が一
人
い
ま
し
た
。十
六
人
乗
り
な
の

に
な
ぜ
立
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
か
。そ
の
日
、わ
た
し
と

妹
は
ケ
ン
カ
を
し
て
い
ま
し
た
。な
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
二
人

席
に一
人
で
す
わ
っ
て
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、わ
た
し
は
あ

の
人
を
す
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ

て
、バ
ス
が
病
院
で
止
ま
っ
た
時
、妹
に
声
を
か
け
ま
し

た
。「
早
く
こっ
ち
の
席
に
す
わ
って
。」と
わ
た
し
が
言
い

ま
し
た
。そ
う
し
た
ら
妹
も「
わ
か
っ
た
。」と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。妹
が
わ
た
し
の
席
に
移
動
し
て
く
れ
る
こ
と

で
、そ
の
人
は
席
に
す
わ
れ
る
は
ず
で
す
。わ
た
し
が「
あ

の
、席
す
わ
り
ま
す
か
。」と
聞
い
た
ら
、そ
の
人
が「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
言
っ
て
席
に
す
わ
り
ま
し

た
。そ
の
と
き
わ
た
し
の
心
は
、ケ
ン
カ
の
こ
と
な
ん
か
忘

れ
て
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。人
は
い
い
こ
と

を
す
る
と
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。そ
の
日
か
ら
、朝
も
夕
方
も
立
つ
人
は
だ
れ一人
い

な
く
な
り
ま
し
た
。先
生
か
ら
も「
み
ん
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
って
い
る
け
ど
、な
る
べ
く
二
人
席
に
は
二
人

で
す
わ
ろ
う
ね
。」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
こ
と

は
今
で
は一回
も
言
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
も
し
大
き
く
な
って
電
車
と
か
に
乗
る
よ
う
に
な
って

も
、わ
た
し
は
席
を
人
に
ゆ
ず
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
に
と
って

お
き
た
い
で
す
。人
が
喜
ん
だ
り
、う
れ
し
い
な
と
思
って

い
る
と
こ
ろ
を
、わ
た
し
は
た
く
さ
ん
見
た
い
な
と
思
って

い
ま
す
。自
分
が
う
れ
し
い
こ
と
は
み
ん
な
う
れ
し
く
な

る
け
ど
、自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
こ
と
は
人
に
も
し
な
い

と
心
に
ち
か
い
ま
し
た
。

かんがえよう
　　じぶんのこうどう
　　　　あいての気もち

下仁田小学校　1年　　福田　悠晴

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

●
期
日
　
７
月
２
日（
日
）※
雨
天
順
延

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
午
前
８
時
45
分
開
会
式

●
参
加
資
格

町
内
在
住
、在
勤
・
在
学
者
、町
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

在
籍
者

●
種
目
　
一
般
男
子
・一
般
女
子（
い
ず
れ
も
中
学

生
以
上
）

●
申
込・問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　
高
橋
　
結

☎
０
９
０―

４
０
２
９―

０
２
０
８

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82―

２
１
１
５

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●
日
時
　
７
月
16
日（
日
）午
前
７
時
集
合
・
出
発

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
行
先
　
篭
の
登
山（
標
高
２
、２
２
７
m
）、池

ノ
平
方
面

●
費
用
　
４
，５
０
０
円（
バ
ス
代
、保
険
料
、入

浴
代
込
み
）

●
募
集
人
員
　
20
人

※
そ
の
他
、詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
勝
巳

☎
82―

５
８
８
３

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82―

２
１
１
５

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ（
篭
の
登
山
）

23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



令
和
4
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
４
年
度
の
も
の
で

す
。

　
人
権
と
は「
す
べ
て
の
人
々
が
生
命
と
自
由
を
確
保

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
」あ
る
い
は

「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、生
ま
れ
な
が
ら

に
持
つ
権
利
」で
あ
り
、だ
れ
に
と
って
も
身
近
で
大
切
な

も
の
で
す
。

　
私
も
、そ
し
て
周
り
の
み
ん
な
も
、自
由
に
そ
し
て
幸

せ
に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。だ
れ
か
に
苦
し
め
ら

れ
た
り
、傷
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
い
人
は一
人
も
い
な
い

の
で
す
。

　
そ
こ
で
大
事
な
の
は「
言
葉
」だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
言
葉
は
、日
々
の
生
活
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。「
あ
り
が
と
う
」や「
お
は
よ
う
」、「
い
た
だ
き
ま

す
」な
ど
様
々
な
表
現
が
あ
り
ま
す
。ど
ん
な
言
葉
を

使
う
の
か
は
、私
た
ち
の
自
由
で
す
。し
か
し
、言
葉
の

受
け
取
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。そ
の
人
と
の
人
間

関
係
に
よ
って
も
変
わ
って
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
頑
張
れ
」と
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
と
き
、

私
は「
頑
張
ろ
う
」と
思
い
ま
す
。で
も
、そ
の
人
の
言
葉

の
か
け
方
に
よ
って
は
、マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。適
当
に
言
わ
れ
た
り
、そ
の
人
を
か
ら
か
っ
て

言
って
い
た
り
す
る
と
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

　
ま
た
、身
の
回
り
で「
う
ざ
い
」、「
死
ね
」な
ど
の
言
葉

を
聞
く
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。言
って
い
る
方
は
簡
単

に
言
って
い
ま
す
が
、言
わ
れ
た
人
に
は
、す
ご
く
重
み
の

あ
る
言
葉
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
軽
い
ノ
リ
で
言
って
い
た
と
し
て
も
そ
の一言
で
そ
の
人

の
人
生
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。自
分

が
言
わ
れ
て
も
別
に
な
ん
と
も
思
わ
な
い
か
ら
言
っ
た
と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、言
っ
た
人
と
同

じ
よ
う
に
、相
手
も
軽
く
受
け
止
め
る
と
は
限
ら
な
い
と

私
は
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、一
言
、一
言
の
言
葉
は
、重

み
が
あ
り
、大
切
に
す
る
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、小
学
生
の
と
き
に
実
際
に
こ
ん
な
場
面
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。A
さ
ん
が
B
さ
ん
に
さ
り
げ
な

く
言
っ
た
言
葉
。で
も
B
さ
ん
は
傷
つい
て
い
ま
し
た
。A

さ
ん
は
、な
ん
と
も
な
い
よ
う
に
み
ん
な
と
話
し
、楽
し
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。私
は
、そ
の
場
に
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。も
し
、そ
の
場
で
注
意

を
し
て
、傷
つい
て
い
る
よ
と
教
え
て
あ
げ
れ
ば
A
さ
ん
に

も
B
さ
ん
に
と
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
今
は

思
い
ま
す
。

　
私
は
あ
の
時
、関
係
な
い
と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

ま
し
た
。そ
こ
で一言
で
も
声
を
か
け
て
い
た
ら
、何
か
が

変
わ
って
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
場
の

一
言
、行
動
は
、そ
の
人
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
に
も
な

る
、大
事
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。言
葉
に
は
す
ご

く
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一言
で
そ
の
人
の
人
生
を
よ
く
も
悪
く
も
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
私
は
、い
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
元
気
を
も

ら
っ
た
り
、頑
張
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。日
々
の
生
活
で
毎

日
た
く
さ
ん
の
言
葉
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。で

き
れ
ば
毎
日
元
気
が
出
る
よ
う
な
言
葉
を
も
ら
っ
て
い

き
た
い
で
す
。そ
し
て
、私
自
身
も
い
い
言
葉
を
毎
日
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は「
あ
り
が
と
う
」「
す
ご
い
」「
頑
張
れ
」な
ど
の
言

葉
が
好
き
で
す
。そ
う
いって
も
ら
う
と
、う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
相
手
に
も
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
い
い
言
葉
を
か
け
て
、生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

作文
最優秀賞

言
葉
の
重
み

下
仁
田
中
学
校

　三
年

　
　髙
橋

　由
莉
菜

た
か
は
し

か
な
い

み
お

ふくだ はるせ

ゆ
り
な

作文
最優秀賞

思
い
や
り

下
仁
田
小
学
校

　五
年

　
　金
井

　美
桜

　
わ
た
し
は
毎
朝
、バス
に
乗
り
ま
す
。新
一年
生
が
入
っ

て
、高
校
生
や
お
年
寄
り
が
乗
る
よ
う
に
な
り
、バ
ス
が

せ
ま
く
な
って
し
ま
っ
た
と
き
、中
学
生
は
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。小
学
生
は
み
ん
な
二
人
席
に一人
で
乗
って
い

て
、そ
れ
が
原
因
で
し
た
。だ
れ
か
立
っ
て
い
て
も
、そ
の

人
に
声
を
か
け
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
の
夕
方
四
時
下
校
の
と
き
、バ
ス
は
大

人
数
で
し
た
。バ
ス
に
は
十
四
人
乗
り
ま
し
た
。け
れ
ど

も
、立
っ
て
い
る
人
が一
人
い
ま
し
た
。十
六
人
乗
り
な
の

に
な
ぜ
立
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
か
。そ
の
日
、わ
た
し
と

妹
は
ケ
ン
カ
を
し
て
い
ま
し
た
。な
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
二
人

席
に一
人
で
す
わ
っ
て
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、わ
た
し
は
あ

の
人
を
す
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ

て
、バ
ス
が
病
院
で
止
ま
っ
た
時
、妹
に
声
を
か
け
ま
し

た
。「
早
く
こっ
ち
の
席
に
す
わ
って
。」と
わ
た
し
が
言
い

ま
し
た
。そ
う
し
た
ら
妹
も「
わ
か
っ
た
。」と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。妹
が
わ
た
し
の
席
に
移
動
し
て
く
れ
る
こ
と

で
、そ
の
人
は
席
に
す
わ
れ
る
は
ず
で
す
。わ
た
し
が「
あ

の
、席
す
わ
り
ま
す
か
。」と
聞
い
た
ら
、そ
の
人
が「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
言
っ
て
席
に
す
わ
り
ま
し

た
。そ
の
と
き
わ
た
し
の
心
は
、ケ
ン
カ
の
こ
と
な
ん
か
忘

れ
て
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。人
は
い
い
こ
と

を
す
る
と
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。そ
の
日
か
ら
、朝
も
夕
方
も
立
つ
人
は
だ
れ一人
い

な
く
な
り
ま
し
た
。先
生
か
ら
も「
み
ん
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
って
い
る
け
ど
、な
る
べ
く
二
人
席
に
は
二
人

で
す
わ
ろ
う
ね
。」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
こ
と

は
今
で
は一回
も
言
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
も
し
大
き
く
な
って
電
車
と
か
に
乗
る
よ
う
に
な
って

も
、わ
た
し
は
席
を
人
に
ゆ
ず
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
に
と
って

お
き
た
い
で
す
。人
が
喜
ん
だ
り
、う
れ
し
い
な
と
思
って

い
る
と
こ
ろ
を
、わ
た
し
は
た
く
さ
ん
見
た
い
な
と
思
って

い
ま
す
。自
分
が
う
れ
し
い
こ
と
は
み
ん
な
う
れ
し
く
な

る
け
ど
、自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
こ
と
は
人
に
も
し
な
い

と
心
に
ち
か
い
ま
し
た
。

かんがえよう
　　じぶんのこうどう
　　　　あいての気もち

下仁田小学校　1年　　福田　悠晴

人権標語
最優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品

●
期
日
　
７
月
２
日（
日
）※
雨
天
順
延

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
午
前
８
時
45
分
開
会
式

●
参
加
資
格

町
内
在
住
、在
勤
・
在
学
者
、町
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

在
籍
者

●
種
目
　
一
般
男
子
・一
般
女
子（
い
ず
れ
も
中
学

生
以
上
）

●
申
込・問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　
高
橋
　
結

☎
０
９
０―

４
０
２
９―

０
２
０
８

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82―

２
１
１
５

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●
日
時
　
７
月
16
日（
日
）午
前
７
時
集
合
・
出
発

●
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
行
先
　
篭
の
登
山（
標
高
２
、２
２
７
m
）、池

ノ
平
方
面

●
費
用
　
４
，５
０
０
円（
バ
ス
代
、保
険
料
、入

浴
代
込
み
）

●
募
集
人
員
　
20
人

※
そ
の
他
、詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
勝
巳

☎
82―

５
８
８
３

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82―

２
１
１
５

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ（
篭
の
登
山
）

23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
４
月
23
日（
日
）、下
仁
田
ね
ぎ
ぼ
う

ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
旧
西
牧
小
学
校
）

で
、き
ん
や
先
生
の
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
せ
植
え
は《
多
肉
植
物
》。

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
と
て
も
小
さ
く

て
か
わ
い
い
の
で
、ま
る
で
小
動
物
に
触

れ
る
よ
う
で
愛
お
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
多
様
な
多
肉
植
物
12
種
類
を
今
回

は
い
つ
も
と
違
う
鉢
で
寄
せ
植
え
し
て

い
き
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
手
先
が
器
用

な
方
が
多
い
の
か
繊
細
に
丁
寧
に
一
つ

ず
つ
丸
い
鉢
に
並
べ
ま
す
。き
ん
や
先

生
も
、お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
に
優
し
く

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
勿
論
、笑
い
も
忘
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
時
々
の
笑
い
声
に
多
肉
植
物
た
ち

も
微
笑
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
！？

　
４
月
28
日
（
金
）
に
、
荒
船
風
穴

友
の
会
主
催
で
除
草
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
見
学
者
広
場
と
東
屋
周
辺
で

実
施
し
、
当
日
は
友
の
会
会
員
と
明

る
い
社
会
づ
く
り
の
会
や
有
志
の

方
、
27
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
回
は
７
月
７
日
（
金
）
、
７

時
30
分
か
ら
清
掃
活
動
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
会
員
以
外
の
方
の
ご
参

加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
下
仁
田
町
歴
史
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館  

☎
82
―
５
３
４
５

荒
船
風
穴
の
除
草
活
動
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
の
除
草
活
動
を
行
い
ま
し
た

　
５
月
11
日
、
国
道
２
５
４
号
線

（
道
の
駅
し
も
に
た
前
）
で
、
全
国

春
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。
下
仁
田
南
牧
交
通
対

策
協
議
会
長
の
原
秀
男
下
仁
田
町
長

か
ら
「
新
入
学
児
童
や
初
心
者
マ
ー

ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
、
い
つ
も
以

上
に
安
全
意
識
が
必
要
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、
啓
発
品
を
配
布

し
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動

日
本
ら
ら
ば
い
協
会

『
き
ん
や
先
生
の
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
』

in
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
旧
西
牧
小
学
校
）

日
本
ら
ら
ば
い
協
会

『
き
ん
や
先
生
の
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
』

in
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
旧
西
牧
小
学
校
）

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

令
和
５
年 

春
開
始
接
種

令
和
4
年
秋
開
始
接
種

乳
幼
児・小
児
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種

乳
幼
児
の
初
回
接
種

小
児
接
種

初
回（
1・2
回
目
）接
種

小
児
の
追
加
接
種

令
和
５
年
５
月
12
日
現
在
の
情
報
で
す
。

●
接
種
の
実
施
時
期

令
和
５
年
５
月
８
日
〜
８
月
31
日
ま
で

●
対
象
者
　
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
り
、
初
回
（
１
・
２

回
目
）
接
種
が
終
了
し
て
い
る
方
。

た
だ
し
、
前
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
か
ら
少
な
く
て
も
３
ヶ
月
が
経
過
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方 

ま
た
は 

そ

の
他
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
る
方（※

１
）

（※

１
）基
礎
疾
患
の
例

・
慢
性
の
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、肝
臓

の
病
気

・
病
気
や
治
療
に
よ
る
免
疫
機
能
の
低
下

・
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
を
原
因
と

す
る
身
体
機
能
の
低
下

・
染
色
体
異
常

・
血
液
の
病
気（
鉄
欠
乏
性
貧
血
は
除
く
）

・
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
又

は
合
併
症
の
あ
る
糖
尿
病

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

・
重
い
精
神
疾
患

・
知
的
障
害

③
医
療
機
関
、高
齢
者
施
設
等
の
従
事

者
の
方

●
通
知
の
送
付

　
接
種
券
送
付
の
対
象
と
な
る
方
へ
の

通
知
は
４
月
24
日
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
対
象
で

接
種
券
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
64
歳
以
下
（
基
礎
疾
患
等

や
医
療
従
事
者
等
で
対
象
）
の
方
は
、

必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。

●
予
約
の
開
始
時
期

　
詳
細
は
送
付
し
た
通
知
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。予
約
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
、予
約
開
始
日
は
生
年
月
日
を
基

準
と
し
個
別
に
指
定
し
ま
す
。な
お
、一

部
の
方
に
お
い
て
予
約
開
始
時
刻
が

「
午
後
14
時
」と
印
字
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
午
後
２
時
」と
読
み
替
え
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

67
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
５
月
中

に
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
集
団
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

　
７
月
上
旬
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
予
約

の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
で
は
、原
則

と
し
て
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

（
Ｂ
Ａ
．１
株
対
応
ま
た
は
Ｂ
Ａ
．４
―

５
株
対
応
）の
接
種
を
基
本
と
し
ま
す
。

　
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、予
約
時
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
秋
開
始
接
種
は
令
和
５

年
５
月
７
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
春
開
始
接
種
は
、
対
象
者
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
以
外
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

生
後
６
か
月
以
上
か
ら
4
歳
以
下

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン

（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注 

６
ヵ
月
〜
4
歳
用
）

●
接
種
間
隔

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

・
乳
幼
児
用
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
初
回

接
種
は
合
計
３
回
の
接
種
に
よ
り
完

了
し
ま
す
。通
常
の
接
種
間
隔
は
、1

回
目
接
種
後
、3
週
間
あ
け
て
2
回
目

を
受
け
、2
回
目
接
種
後
、8
週
間
あ

け
て
3
回
目
を
受
け
ま
す
。な
お
、3

回
接
種
ま
で
の
間
に
5
歳
に
到
達
し
た

方
は
引
き
続
き
6
ヵ
月
〜
4
歳
用
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
医
療
機
関

小
泉
医
院（
富
岡
市
）、宮
崎
医
院（
富

岡
市
）

●
対
象
者
　
５
〜
11
歳
の
方

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注
5
〜
11
歳
用

●
接
種
回
数
／
間
隔

計
2
回
／
3
週
間

●
実
施
医
療
機
関
　
小
幡
医
院（
甘
楽

町
）※
第
一
土
曜
日
の
み

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
で
行
い

ま
す
。（
令
和
4
年
秋
開
始
接
種
）

●
対
象
者
　
初
回
接
種
を
完
了
し
た

５
〜
11
歳
の
方

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注
５
〜
11
歳
用（
２

価
：
起
源
株
／
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
．

４
―
５

●
接
種
間
隔
　
最
後
の
接
種
か
ら
３

か
月
以
上

●
実
施
医
療
機
関
　
小
幡
医
院（
甘
楽

町
）、原
医
院（
甘
楽
町
）

●
接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期

小
児（
5
〜
11
歳
）の
令
和
4
年
秋
開

始
接
種
は
、令
和
5
年
8
月
31
日
ま
で

で
す
。た
だ
し
、※
基
礎
疾
患
等
の
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、令
和
５
年
春
開
始
接

種
と
し
て
、１
回
接
種
が
可
能
と
な
り

ま
す
。詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワクチン接種についてワクチン接種について
●問い合わせ　保健課保健推進係（保健センター）　☎82―５４９０
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
４
月
23
日（
日
）、下
仁
田
ね
ぎ
ぼ
う

ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
旧
西
牧
小
学
校
）

で
、き
ん
や
先
生
の
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
せ
植
え
は《
多
肉
植
物
》。

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
と
て
も
小
さ
く

て
か
わ
い
い
の
で
、ま
る
で
小
動
物
に
触

れ
る
よ
う
で
愛
お
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
多
様
な
多
肉
植
物
12
種
類
を
今
回

は
い
つ
も
と
違
う
鉢
で
寄
せ
植
え
し
て

い
き
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
手
先
が
器
用

な
方
が
多
い
の
か
繊
細
に
丁
寧
に
一
つ

ず
つ
丸
い
鉢
に
並
べ
ま
す
。き
ん
や
先

生
も
、お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
に
優
し
く

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
勿
論
、笑
い
も
忘
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
時
々
の
笑
い
声
に
多
肉
植
物
た
ち

も
微
笑
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
！？

　
４
月
28
日
（
金
）
に
、
荒
船
風
穴

友
の
会
主
催
で
除
草
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
見
学
者
広
場
と
東
屋
周
辺
で

実
施
し
、
当
日
は
友
の
会
会
員
と
明

る
い
社
会
づ
く
り
の
会
や
有
志
の

方
、
27
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
回
は
７
月
７
日
（
金
）
、
７

時
30
分
か
ら
清
掃
活
動
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
会
員
以
外
の
方
の
ご
参

加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
下
仁
田
町
歴
史
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館  

☎
82
―
５
３
４
５

荒
船
風
穴
の
除
草
活
動
を
行
い
ま
し
た

荒
船
風
穴
の
除
草
活
動
を
行
い
ま
し
た

　
５
月
11
日
、
国
道
２
５
４
号
線

（
道
の
駅
し
も
に
た
前
）
で
、
全
国

春
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。
下
仁
田
南
牧
交
通
対

策
協
議
会
長
の
原
秀
男
下
仁
田
町
長

か
ら
「
新
入
学
児
童
や
初
心
者
マ
ー

ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
、
い
つ
も
以

上
に
安
全
意
識
が
必
要
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、
啓
発
品
を
配
布

し
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動

日
本
ら
ら
ば
い
協
会

『
き
ん
や
先
生
の
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
』

in
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
旧
西
牧
小
学
校
）

日
本
ら
ら
ば
い
協
会

『
き
ん
や
先
生
の
楽
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
』

in
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
旧
西
牧
小
学
校
）

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

令
和
５
年 

春
開
始
接
種

令
和
4
年
秋
開
始
接
種

乳
幼
児・小
児
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種

乳
幼
児
の
初
回
接
種

小
児
接
種

初
回（
1・2
回
目
）接
種

小
児
の
追
加
接
種

令
和
５
年
５
月
12
日
現
在
の
情
報
で
す
。

●
接
種
の
実
施
時
期

令
和
５
年
５
月
８
日
〜
８
月
31
日
ま
で

●
対
象
者
　
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
り
、
初
回
（
１
・
２

回
目
）
接
種
が
終
了
し
て
い
る
方
。

た
だ
し
、
前
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
か
ら
少
な
く
て
も
３
ヶ
月
が
経
過
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方 

ま
た
は 

そ

の
他
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
る
方（※

１
）

（※

１
）基
礎
疾
患
の
例

・
慢
性
の
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、肝
臓

の
病
気

・
病
気
や
治
療
に
よ
る
免
疫
機
能
の
低
下

・
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
を
原
因
と

す
る
身
体
機
能
の
低
下

・
染
色
体
異
常

・
血
液
の
病
気（
鉄
欠
乏
性
貧
血
は
除
く
）

・
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
又

は
合
併
症
の
あ
る
糖
尿
病

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

・
重
い
精
神
疾
患

・
知
的
障
害

③
医
療
機
関
、高
齢
者
施
設
等
の
従
事

者
の
方

●
通
知
の
送
付

　
接
種
券
送
付
の
対
象
と
な
る
方
へ
の

通
知
は
４
月
24
日
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
対
象
で

接
種
券
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
64
歳
以
下
（
基
礎
疾
患
等

や
医
療
従
事
者
等
で
対
象
）
の
方
は
、

必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。

●
予
約
の
開
始
時
期

　
詳
細
は
送
付
し
た
通
知
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。予
約
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
、予
約
開
始
日
は
生
年
月
日
を
基

準
と
し
個
別
に
指
定
し
ま
す
。な
お
、一

部
の
方
に
お
い
て
予
約
開
始
時
刻
が

「
午
後
14
時
」と
印
字
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
午
後
２
時
」と
読
み
替
え
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

67
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
５
月
中

に
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
集
団
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

　
７
月
上
旬
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
予
約

の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
で
は
、原
則

と
し
て
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

（
Ｂ
Ａ
．１
株
対
応
ま
た
は
Ｂ
Ａ
．４
―

５
株
対
応
）の
接
種
を
基
本
と
し
ま
す
。

　
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、予
約
時
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
秋
開
始
接
種
は
令
和
５

年
５
月
７
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
春
開
始
接
種
は
、
対
象
者
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
以
外
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

生
後
６
か
月
以
上
か
ら
4
歳
以
下

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン

（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注 

６
ヵ
月
〜
4
歳
用
）

●
接
種
間
隔

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

・
乳
幼
児
用
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
初
回

接
種
は
合
計
３
回
の
接
種
に
よ
り
完

了
し
ま
す
。通
常
の
接
種
間
隔
は
、1

回
目
接
種
後
、3
週
間
あ
け
て
2
回
目

を
受
け
、2
回
目
接
種
後
、8
週
間
あ

け
て
3
回
目
を
受
け
ま
す
。な
お
、3

回
接
種
ま
で
の
間
に
5
歳
に
到
達
し
た

方
は
引
き
続
き
6
ヵ
月
〜
4
歳
用
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
医
療
機
関

小
泉
医
院（
富
岡
市
）、宮
崎
医
院（
富

岡
市
）

●
対
象
者
　
５
〜
11
歳
の
方

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注
5
〜
11
歳
用

●
接
種
回
数
／
間
隔

計
2
回
／
3
週
間

●
実
施
医
療
機
関
　
小
幡
医
院（
甘
楽

町
）※
第
一
土
曜
日
の
み

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
で
行
い

ま
す
。（
令
和
4
年
秋
開
始
接
種
）

●
対
象
者
　
初
回
接
種
を
完
了
し
た

５
〜
11
歳
の
方

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注
５
〜
11
歳
用（
２

価
：
起
源
株
／
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
．

４
―
５

●
接
種
間
隔
　
最
後
の
接
種
か
ら
３

か
月
以
上

●
実
施
医
療
機
関
　
小
幡
医
院（
甘
楽

町
）、原
医
院（
甘
楽
町
）

●
接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期

小
児（
5
〜
11
歳
）の
令
和
4
年
秋
開

始
接
種
は
、令
和
5
年
8
月
31
日
ま
で

で
す
。た
だ
し
、※
基
礎
疾
患
等
の
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、令
和
５
年
春
開
始
接

種
と
し
て
、１
回
接
種
が
可
能
と
な
り

ま
す
。詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワクチン接種についてワクチン接種について
●問い合わせ　保健課保健推進係（保健センター）　☎82―５４９０
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健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯と歯のすき間が開いてきた　火／内服薬の知識
水／食物アレルギー（その１）　木／食物アレルギー（その２）
金／歯科のレントゲン検査　土日／子宮頸がんワクチン
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆7日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン6月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（6月～7月）」

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月8日（木）
7月6日（木）

7月28日（金）

6月23日（金）

6月9日（金）

予約締切日
6月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年2月～3月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年8月～9月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

令和2年5月～6月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

6月6・13・20・
     27日（火）

6月13日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフが応対します。
●受付内容　健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
発熱外来で休止しておりましたが
４月９日から再開しております

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月21日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

　
希
望
す
る
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係
　

☎
82
―
5
4
9
0

任
意
予
防
接
種
の

助
成
を
し
ま
す

対象者

回数

個人負担金

接種方法

その他

１歳以上
５歳未満

１回

無料

おたふくかぜ 大人の風疹・麻疹

１回

平成２年４月１日以前に生まれた方
で、妊娠を希望している女性およびそ
の夫、妊娠中の女性の夫

助成額（風疹3,000円、麻疹風疹混合
ワクチン5,000円）を差し引いた額。

妊娠中は接種できません。また、接種後
2か月は避妊が必要です。

委託医療機関での個別接種です。
①保健センターへ申請して、該当予防接種の予診票
　を受取る。
②医療機関に事前に予約して、指定された日に受診する。

　
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
食
生
活
改
善
推
進
員（
愛
称
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）」の
皆
さ
ん
が
親
子
に
簡
単
な
ラ
ン
チ
を
提
供
し
ま
す
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
子
ど
も
と
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

●
日
時

6
月
21
日（
水
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

●
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
　
母
子
保
健
室

●
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者（
先
着
15
組
）

●
内
容
　

①
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
幼
児
食
の
試
食

②
子
ど
も
と
一
緒
に
プ
チ
調
理
体
験

③
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
食
育
伝
達

④
参
加
親
子
の
交
流

●
費
用

材
料
費
と
し
て

保
護
者
　
３
０
０
円

子
ど
も
　
１
５
０
円

※
離
乳
食
の
用
意
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
持
ち
物
　
あ
れ
ば
親
子
共
に
、

エ
プ
ロ
ン
、バ
ン
ダ
ナ
、手
ふ
き
タ
オ
ル
等

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

保
健
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

食
育
講
座「
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
学
ぶ

た
べ
も
の
教
室
」開
催
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健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯と歯のすき間が開いてきた　火／内服薬の知識
水／食物アレルギー（その１）　木／食物アレルギー（その２）
金／歯科のレントゲン検査　土日／子宮頸がんワクチン
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆7日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン6月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（6月～7月）」

富岡保健福祉事務所　6月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月8日（木）
7月6日（木）

7月28日（金）

6月23日（金）

6月9日（金）

予約締切日
6月7日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年2月～3月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

令和4年8月～9月生まれ

令和4年5月～6月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年5月～6月生まれ

令和2年11月～12月生まれ

令和2年5月～6月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

6月6・13・20・
     27日（火）

6月13日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフが応対します。
●受付内容　健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
発熱外来で休止しておりましたが
４月９日から再開しております

診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月21日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

　
希
望
す
る
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係
　

☎
82
―
5
4
9
0

任
意
予
防
接
種
の

助
成
を
し
ま
す

対象者

回数

個人負担金

接種方法

その他

１歳以上
５歳未満

１回

無料

おたふくかぜ 大人の風疹・麻疹

１回

平成２年４月１日以前に生まれた方
で、妊娠を希望している女性およびそ
の夫、妊娠中の女性の夫

助成額（風疹3,000円、麻疹風疹混合
ワクチン5,000円）を差し引いた額。

妊娠中は接種できません。また、接種後
2か月は避妊が必要です。

委託医療機関での個別接種です。
①保健センターへ申請して、該当予防接種の予診票
　を受取る。
②医療機関に事前に予約して、指定された日に受診する。

　
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
食
生
活
改
善
推
進
員（
愛
称
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）」の
皆
さ
ん
が
親
子
に
簡
単
な
ラ
ン
チ
を
提
供
し
ま
す
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
子
ど
も
と
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

●
日
時

6
月
21
日（
水
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

●
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
　
母
子
保
健
室

●
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者（
先
着
15
組
）

●
内
容
　

①
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
幼
児
食
の
試
食

②
子
ど
も
と
一
緒
に
プ
チ
調
理
体
験

③
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
食
育
伝
達

④
参
加
親
子
の
交
流

●
費
用

材
料
費
と
し
て

保
護
者
　
３
０
０
円

子
ど
も
　
１
５
０
円

※
離
乳
食
の
用
意
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
持
ち
物
　
あ
れ
ば
親
子
共
に
、

エ
プ
ロ
ン
、バ
ン
ダ
ナ
、手
ふ
き
タ
オ
ル
等

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
申
込・問
い
合
わ
せ

保
健
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

食
育
講
座「
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
学
ぶ

た
べ
も
の
教
室
」開
催

27 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 26広
報しもにた
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

６
月
２４
日（
土
）２５
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
日（
金
）・２０
日（
火
）・２９
日（
木
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
月
）・
２０
日（
木
）・
２８
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

５
月
３１
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、８

月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課
で
も

納
付
で
き
ま
す
。ま
た
、不
動
産

取
得
税
等
他
の
県
税
も
納
付
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
１
期

納
期
限
は
６
月
３０
日（
金
）で
す

月
6

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で

納
付
で
き
ま
す

歌って、笑って、集う。素敵な大人の文化活動

『童謡を歌う会』
童謡を歌う会の練習に
お邪魔いたしました
童謡を歌う会の練習に
お邪魔いたしました
幼いころから慣れ親しんだ童謡をみんなで歌いませ
んか？童謡を歌う会では共に歌い、共に楽しむ仲間を
募集中です。お気軽にお問い合わせください。
（下仁田町公民館　☎82-3535）

人口
　男
　女
世帯

（　27）
（　13）
（　14）
（　 8）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,443人
3,157人
3,286人
3,177世帯

転入  15人/  出生 1人
転出  25人/  死亡 18人

（5月1日現在）

（4月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２3年２０２3年 No806

月月

有
料
広
告

下仁田町下仁田町

4月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　要　）
（修　一）
（章　博）
（　純　）
（克　也）
（一　禎）
（津金澤桂太）
（俱　子）
（隆　弘）
（美　佳）
（佳　二）
（一　利）
（並木千年）
（忠　之）
（文　夫）

仲　町
下小坂
仲　町
下小坂
中　央
中小坂
矢　川
下　町
中小坂
宮　室
大　平
川　井
南野牧
下青倉
仲　町

有
料
広
告

松本　洋子
永井　シゲ
櫻井　滋子
安藤　壽義
大澤　もと子
永井　重子
岩井　光雄
黛　　善二
永井　マサヱ
小林　カヅエ
佐藤　幸太郎
青木　一郎
小金澤　友平
福田　よし
佐藤　重夫

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

篠原　嘉常（成好・菜摘）上青倉
かつね

広報しもにた５月号（Ｐ３０）４月１日
現在の世帯数に誤りがありました。
正しくは３，１８５世帯です。お詫び
するとともに訂正いたします。

お詫びと訂正


